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工クスプラン

岬 Ⅲ棚
ウシカタエリアカーブメータ

TI7ie ﾃﾂWス
図面や図形測定の面倒を可能な限り取り去っ

た最もすぐれたツール看ず。（特許出願中）

直線図形は頂点の入力だけで面積と線長
が同時に測定できるエリアカーブメータ

｜座ったままでの操作を可能にした大型偏心ﾚﾝズ採用 ’
エリアカーブメータの測定スピードと正確な測定結果は、トレースボイントマー

クの見やすさと操作性に大きく係っています。ウシカタのX-PLAN360は､トレ

ースレンズに大型偏心レンズを採用。レンズをどの位置においても、確実にトレ

ースポイントをとらえることができます。腰を浮かして、トレースレンズをのぞ

き込む必要がありません。いつでも座ったままで操作できます。しかも、ボイン

トモードと連続モードの変換スイッチ、ボイントモードの入力スイッチ、ともに

指先に位置しています。曲線と直線の複合図形も片手操作が可能です｡微小線長、

微小面積から長大図面まで、正確に測定できる画期的なエリアカーブメータ《X

プラン360》が、さらにスピーディで快適な計測作業を実現しました。

●腫線図形・圏程図形・直線曲蝶混合図形の面積、線長を同晦正確測定●スイッチONですぐ測定

できる原点スタート方式●線分鯉能0.0副m●測定鍾團3809Wi(上下>×lOOOO伽測(左右）●コードレ

スの充電式(B時間充電で20時柵便用）●非鉄金属製で軽くて堅牢、ノイズに強い●寸法160×367

×〃m(本体）●重量1，kg(本体）

牛 方商異伽…大田区手…ア
ushikataTELo3(750)0242代〒146
蒸誌名ご記入の上、カタログをご請求ください。
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新年のごあいさつ

明けましておめでとうございます。本年も会員の皆様にとりまして，良い年で

あることを心から祈念いたします。

昨年のこのごあいさつで，私はハレー彗星の来る年は，気象災害など災厄が起

きるという俗説があるなどと申し上げましたが，大島の大噴火がこれにあたるの

かどうかはともかく，島民の皆様には心からお見舞い申し上げます。

昨秋，私は中国に行く機会があり中国西部の峡西省．甘粛省などの黄土地帯．

砂漠地帯を視察してまいりました。

一木一草も無いというと大げさですが，見渡す限り褐色の大地が広がる光景

は，緑に包まれた日本と比べ異様とも壮観ともいえるものでした。

これらの荒涼とした土地は，数千年にわたる人間の略奪的利用に起因するとの

説明を聞いても信じられませんでしたが，よく目を凝らして山肌を見ると，一木

も無い山の斜面にも数十数百の羊の群れが放牧されており，今でも厳しい土地利

用が続いていることを痛感させられました。

この黄河上流地帯の森林の破壊により，黄河には毎年16億tもの土砂が流入

し，ダムの埋没，天井川の形成による洪水被害など中国社会にとって，大きな問

題となっていることは,NHKテレビの「大黄河」でも紹介されました。最近の

中国では，黄河ばかりでなく揚子江上流地帯の森林の伐採が進んでいることか

ら，揚子江が第二の黄河になりかねないとの指摘が識者から出されています。

黄土高原の森林が無くなったのは，人為ばかりでなく，気象的要因が大きいと

思われるのですが’中国政府では現在この地帯の緑化に総力を結集しているとい

う感じです。「緑の万里の長城」というキャッチフレーズの「三北防護林」造成

計画は，総延長7,0001mの一大防謹林帯の造成計画ですが，中央でも地方でもこ

れをつくり上げるという意気込みは強く，あの雄大な万里の長城を築き上げた民

族ですから，緑の万里の長城も技術的・経済的困難を克服していずれは完成され

るでしょう。

中国に比べて，わが国林業の近年の沈滞ぶりは対照的です。日本では，住宅建

設の一巡に加えて，土地価格の高騰，木材輸入と円高，過疎化など原因を数え上

げたらきりがありませんが，しかし考えようによっては，このような事態が来る

前に，荒廃しきっていた日本の森林を復旧して現在の緑一色の国土をつくり上げ
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社団法人日本林業技術協会理事長

猪 野曠

えたのは幸いであったといえます。もちろん多少の行き過ぎやトラブルもありま

したが，総体的にみれば今までの林政の方向は適切であったと評価して差し支え

ないと思います。本当の問題はこれからの林政をどのように誘導するかでありま
かじ

しよう。しかし，これからの舵取りは先例もなくきわめて困難と思われます。

その点，昨年11月の林政審議会の答申は「21世紀に向けて森林・林業及び木

材産業の施策の方向」について対処方針を具体的に示しており，まことに時宜を

得た対応でありました。もっとも，これらの方針が具体化され実現するまでには

これから大きな努力と時間が必要であります。

当協会も，林業関係団体の一つとして他団体と同様，このような林業界の厳し

い環境にさらされているわけですが，それでも会員各位と各支部役員および関係

各団体のご支援。ご協力によりまずまずの成績を収めており，厚く御礼申し上げ

る次第です。

昨年5月の総会で決定されました方針の中の「新技術開発プロジェクトチー

ム」を昨年発足させました。これからの時代に林業が対応し生き残るためには，

ハイテクをはじめ新しい技術を吸収し応用していかねばなりません。もちろん研

究そのものは公的機関が主体で行うものですが，その応用・実用化などについて

は当協会もその一半の責任を負うべきものと考えたからであります。プロジェク

トチームの成果が簡単に上がるとは考えられませんが，これらについては，この

『林業技術』誌を通じ皆様方にもお知らせしていきたいと考えております。

また，新たに北海道事務所を置くとともに当協会に技術指導役を設置いたしま

した。ご承知のように，当協会は国や地方公共団体等などからいろいろな調査を

お引き受けしておりますが，その調査を的確なものとするため，より次元の高い

視点からの内部指導を担当いたしますが，当協会の業務指導ばかりでなく，広く

会員の皆様方のお役にも立つよう運営してまいりたいと思います。

そのため，今年も各都道府県，営林局（支局)，大学などの支部との連擁を密
けんさん

にしながら，技術情報の入手に努め，会員各位の研鐡にお役に立つよう努めてま

いる所存でございますので，いっそうのご協力ご支援をお願い申し上げ新年のご

あいさつに代える次第です。

IIIIIIlI1llⅡ1111IIiilii師iiiiiiⅡⅡ111Ⅱ11ⅡⅡⅢ111Ⅱ111Ⅱ1111ⅡIⅢⅡ111Ⅱ11ⅡⅡ111ⅢⅡIⅡIIIIIⅡⅡIIIIIIIIIllIIIIⅡ1111ⅡⅡIⅡ11ⅡⅡⅡ11ⅡⅡIⅡIINII1IⅢⅡ111ⅡⅡ1ⅡIⅡ111Ⅱ1111ⅢIⅢⅢIⅢ111ⅢIⅡlⅢIⅢⅢIⅢⅢⅢIlIlllI川111ⅢⅢⅢII1IIIIⅢⅢ1111ⅡIlIIl

林業技術No.5381987.1



4

特集

山村｡林業の をめざ圧だ

いま，わが国林業・林産業界は大きな転換期にあると言われています。木造住宅着工数

に象徴される近年の木材需要量の減少，材価の低滞，代替材の進出，さらに昨年に顕在化

した円高経済の定着などが，林業の将来に深刻な影を投げかけています。

本号は林業生産の現場が，このような厳しい状況の中で生きのびていくために，地域の

特性を生かしてどのような取り組みを行っているのかをレポ－1､します。

I静岡県林業の組織化と木材利活用への挑戦

Ⅱ常に模索する久万林業地

Ⅲ混牧林を中心とした林畜複合経営の推進とむらづくり

Ⅳ超短伐期育成林業一海布丸太の生産

I静岡県林業の組織化と木材利活用
への挑戦

I.はじめに

静岡県林業の物的基盤は5つに絞ることができ

る。まず第1は，50万haの人工林である。第2

に，3万人の組合員の所有面讃27万1'aを管理し，

約1,000名の作業班員を組織する34の森林組合

である。第3に，県下最大の国産材原木流通事業

体である森林組合連合会，さらに，第4に1,500

を超える製材工場，素材生産業者，産地問屋をは

じめとする木材流通業者等の木材生産・加工・流

通事業体の集積である｡忘れてならないのが，360

万の県民，103万世帯および東海道工業ベルト地

帯に象徴される大消費市場が足元にある，という

ことである。

また静岡県林業は，天竜林業という古くからの

林業技術No.5381987．1

小嶋睦雄

人工造林地帯を抱えるとともに，大井川や安倍川

流域には，紀国屋文左衛門や東海パルプ社有林

（南アルプス）に象徴される古くからの採取林業

の足跡があり，スギやヒノキの人工造林地が広が

っている。また，東部の富士山麓では，戦後造林
ふかん

が大半を占める一大ヒノキ造林地を傭倣できる。

このように，商品生産としての林業経営に歴史の

様相が異なる静岡県林業は，古きがゆえの悩み，

新しきがゆえの苦しみをもっている。ここでは，

混迷を深める静岡県林業の中で，生産・流通過程

の組織化に取り組んでいる県森連富士木材センタ

ーと木製品の新用途開発と利用の復権の動きにつ

いて報告する。

Ⅱ、8年目を迎えた県森連富士木材センター
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に，ヒノキ材が中心ではあるが，大半が戦後造林

木であるために大径木，良質材が資源的に少ない

ため単位収益率が低い。したがって，柾積み，仕

訳，満出し作業の合理化をどう進めるか。第2

に，依然として販路・買方が静岡市・清水市等の

県中部に偏っていて，地元製材の再編（外材製材

から国産材製材へ）に連動していない。したがっ

て，集散市場化していること，である。この対応

策として「東臘檜」銘柄のように，「流通銘柄」

ないし「工場銘柄」化させること，手始めに「富

士ヒノキ」の銘を墨入れした製品を市場出荷して

はどうか。富士ヒノキの材質的価値を高め，利用

者の信頼を勝ち取るために，乾燥工程の導入，製

材技術の改良・向上，住宅部材への規格化等の製

品開発への努力が必要だろう。

このほか，県中部の大井川流域では，林材業振

興と地域活性化を図ることを目的とする「大井川

材を考える会」が森組・木協・木青連。林研・建

築大工組合や県林務出先機関および市町村によっ

て発足し（61年2月)，総合的圏域的な需要の拡

大と産地形成の方策の研究に着手した。SLとお

茶と林業の大井川の町や村がやっと時代認識をも

つに至った。遅きに失した感があるが，先発地域

の成功あるいは難渋している事例を見極めて大井

川の地域性を生かした地域林業の活性化を図るこ

とを期待したい。

なお，天竜林業地域での再浮上の動きについて

は割愛した。

Ⅲ．広がる木材製品の用途開発

読者諸兄は，日本経済新聞をお読みであろう

か。同紙の25面の地方版の中で，「列島フラッシ

ュ」という柵がある。全国各地のむらおこし，産

業おこしや新製品開発等の情報発信基地となって

いる。地方の大学に在籍する者にとり，貴重な情

報源の1つであり，しばしば木材製品の用途開発

の記事を目にし，関係者の熱意と事業化に心奥を

ゆさぶられる。翻って，静岡県下ではどのような

開発努力がなされているのであろうか。

木材需要の基本的な拡大方向は，最終消費への

接近である。どういう商品を閲発するか，販路を

，休業技術No.5381987.1
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静岡県森迩富士木材センター

県東部地域の林業振興の期待を担って登場し

た間伐材の流通共販組織の県森連富士木材センタ

ーは，61年11月14日に創立7周年記念市（第

159回市）を迎えた。間伐材の取扱量は54年度

（12月～55年6月）は当初計画量の3,000㎡を

86％増の5,589㎡であったが，55年度（55年7

月～56年6月）には9,735㎡と増大し，60年度

には20,170nf(対前年14%増),5億5,972万

円（同11％増）と年々増大傾向にある。

富士木材センターの地域林業への波及効果につ

いては，詳細な点は既存の文献に譲るが，改めて

流通システム上の特質を総括すると，まず第1

に，素材生産事業体として富士市森林組合を設立

させる契機となったことと，第2に，先輩格の富

士森組の活性化に寄与したこと，第3に，この両

組合が生産し，富士木材センターが販売するとい

う分業のシステム，系統共販体制が確立したこ

と。第4に，山元に集荷販売市場が発足したこと

で，販売を通じて林家への教育情報・研修機能を

発揮していることなどである。富士木材センター

が順調に伸びている背景に，県や市の林政当局の

指導や新林構事業の助成措置を挙げねばならない

し，看過できないのが「人」であろう。地域林業

の活性化，「富士ヒノキ」の産地銘柄化を図ろう

という大義を共有する林家や森林組合人および行

政当局者の熱き情念が，行政の「金」と森組の

「人」を結合させているとみることができる。抜

け駆けをやろうという林家には縁遠い空間＝市場

が富士山のふもとにある。

とはいえ，数多くの課題も抱えている。第1
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区分｜農称・商品侭製遥・販光醤原材料幕

I

11

瞬き丸太

さくまの杉含

佐久IIIIの娩杉

やす-らぎ

大丸ロクキィ，
ピン

クラハウス

木レンカ

ダイヘ･ウシI

コスモ銘木研究会

天危瞬き丸鯉MI｣二(脇）
天竜市熊

佐久間剛榊l組台

㈱きく皇

翌逓・隙久Nll町綱{劇姶

販光・㈱ぎく裏

大凡ｲ輔雌典

志太郡火jl;川剛

愈叫木冊(仰

掛川11i'伽’1

(li)1k本拠I#ｲﾙi

セイサ]刈側

i!iMMIIi

(協ジャパンウット

柵岡市水巡町

池殖産

スギ・ヒノキ

ス彰

スギ冊伐材

スギ・ヒノキ

llll伐1イ

鵬l獅イ

ヒノキlⅢ伐楜

ヒノキ・スギ

1m伐材

内容

良質な間伐材を竃き丸太腱加工販

売している。床住･桁丸太･その

他鶉5のテーブル･イス･ペンチ・

文鳥アタッシニケース葉識等

を加工販売中

天竜スギを難下見張りとして使用

したKD方式の木製物証

スギ樋に全自動機隙装置により焼

き加工したもの

スギ･ヒノキ丸太を丸搾加工磯で，

‘径を同--<91113.15)にし．

鉱ね合わぜボルトで固定した校倉
言I職（在来工法）

スギヒノキの小径水を姫成材に

加工した部材で造る。人工槌蝶材
であるので､錨工後の狂いがない

ヒノキイ､縦水から70mmX70mmx

50”1の木レンガを製材し,12コを

特鎌ロ地材で髄30Cm,"22clnのブ

ロック、施工手IMIを鋪減

小径木を半割I):二加工し（厚さ35

mm､柵75mm､長さ3～4m)心撒

き古形戟甲厚樋却尾ザネ加工をし

たもの，人工乾燃（15％以下とし

~てl･るので鯉力少ない）

規格・価格等

K12"

K18型

K27型

88千円

13千円

18千円

長き3800mm，

3000mm1900,,

"150|-180mm

厚さ10mn】

間取りが4タイ

プから自由に細

み替え力呵能
24～40万円

10坪米糊

30cnlx22“1×

5cm

施工込み
20.000I11/mg

3，

"50mm"25mm

65mm32mm

4m

80，，40mm

木材関連新製

鯛 弓

53馴披

2次林梢符泌

内外装用下見板DIy大X〃i品

そ勿他

社怪の綴力により京浜方而に販売進展
'1'

藻伎市沸林紐合とタイアップ

社長が研究熱心

掛川'ljが先鞭

61"jⅢよl)天職|撫組力'ql喋化

60年1211淵業

ⅢI伐ﾄｲ等総合加工施股溌獅l雛

1/3棚助

住宅の内外淡材･休徹館･店棚内獅イ
コンクリー1．.眺かくし噂

どうするか，さらには採算性を確保できるか，と

いう基礎的な戦術と同等に重要な点は，新製品を

開発し，販売し，採算ベースに乗せる仕掛人ない

し担い手はだれか，ということである。別表は，

静岡県下の木材関連新製品開発事例を，開発主体

別にみたものである。これによると,I型は，林

家や森林組合等の山元林業者主導型ともいうべき
｡●

事例である。注目されるのは，若干の林業研究集

団が，民主的，自発的に磨丸太の商品化に取り組

み，よりいっそうの発展を求めて，新林構（天竜

市の山村林機）の助成を受けた点である。ここで

は，新林構がプロモートの役割を果たしている。

Ⅱ型は，木材・製材業者主導型である。WOOD

Yライフや自然回帰ブームの中で，新しいライフ

スタイルとしての「週末は森の中のセカンドハウ

スで過ごそう」にどれだけ食い込めるのか。公共

工事中心の木レンガ舗道が個人需要にどれだけ入

り込めるのか，割れ，腐れ，すべりやすさ，施工

技術の難しさなど技術的に解決しなければならな

林業技術No.5381987．1

い点もまだまだ多い。脚光を浴びているのが，ダ

イヤウッドである。真正な木材製品が人目をはば

かるようになってきている現在，需要分野の逆代

替と新規開拓という2面性を持ち，ダイレクトに

視角に訴える美的価値の高い，間伐小径木加工商

品である。生産販売のシステムは，原料となる間

伐小径木を県森連共販売市場や素材生産業者等か

ら協同組合ジャパンウッドが共同購入し，これを

組合員の製材工場で一次加工したうえで，組合が

買い取り，組合工場で2次加工するものであり，

販売は県内を組合員の流通業者が担当し，全国市

場は組合が分担する方式である。組合長の抜群の

知名度と製品のアイディア，用途の多様性，防音

効果などから順調に伸びているものの，課題は原

木の安定的な確保である。

Ⅲ型は，いずれも林産集落振興対策事業の助成

を受けたもので，林家と製材業者が協同組合を組

織したもので，林家・製材業者連携型とでもいう

タイプである。DCボードは，原板の安定的確保



品開発事例

区分端称.商品名｜製造倣瀧者”料輔

Ⅲ

Ⅳ

DCボード

春野ログキャ

ピン

ﾉ労､イベス

I･ウッド

アロックス

八角形住宅

HLC-88
V

天竜DCボード(IM)

天竜市山砿

製避

春野木材加工(協業）

販売

(附審野ログホームズ

周智郡春野町

浦水市

野田合服総澗水工溺

溌水市

日本黄材㈹

浜掻市

南窟士産業㈱

裾野市

スギ‘ヒノキ

間伐材

スミ

1刺

スギヒノ剣
&ル

瀧士ヒノ寺

内審

DCボード(dowelCo1'ectb"r(I)

は、小幡板や背板を特殊抜蒲剤付

木製ダポによI)、細ハギ接合し，

広幅仮(450mmX1818min)に加工

したもの

WML付や外材は一切仙わゲ町内朧

のスギ心持ち丸太を使川，ポルI、

で固定する新恢&工法,処坐湖8

条認定

プレヵットエ法のため,型肌が大

悩に徽縮きれる

MDF(中貿繊維仮）

製材製材."".llll腱材呼を水粉

化したものに接職制を雛加し．曲

げても排れないシートをつくる』

主職金は柵包材

酎蔑,耐風,劉諏および採光性に優

れた『八角形住宅』を'41諺した。

工剛が鍾く(45uj.画一コストで

ある(279WW")

特集／山村・林業の再浮上をめざして7

胤柵，価格聯

厚さ9～15n1In

2000-2200PI

（坪）

モデル30タイプ

12.7～25.0坪

37万円

25～60序

33万円

S(Nタイプ

915,1220111mK

l825mm

厚味
3～24mnl

厚さ自由

血来~I:Hi

自由郷I

lWl

59年10月

恩恨下地材澱下職オ

ト蝿典岱ﾙ調の1/2柵助

58年オープン

年llll30~50'棚を目隠

林産#端“1鋤l.'2助成

噺

59"1211製迦削始

家叫木工・旗通商獅郷ル内熱｜

遺作材他

目下、機械縦髄中。木M瀧巽新技術;IMI

発侭巡り蝶の助成1，2

59年8可発売

住宅,M雀所・アパート・店醐展示鷲

卿典嘩

！
注1．鶴岡雌体政騨衰科や現地劉盗総染等から作成昭棚61年2月現在。価格隙一膳の目安である
2．牢謎ま．鋪36何日卒本村学会特別シンポジウムF木H利州活性化への挑峨と現況」において配布した溌科を袖il2Lたもめである

3．この他,天竜スギを原料とした『バーブニクト，ﾝツド』内装用板柳の商品化を製材裳者，産地沈辿艮渦ら7社のl1l疵になる蝿ウッドテックが行っ．くいる
（昭棚61年6月）

と販路および採算性の確保という問題を抱えていたが，森林所有者が自らの商品を商品として価値

る。また,春野ログキャビンは建築基準法第38条あるものにしよう，という意気ごみはまだまだ弱

をクリアーした新校倉工法の木造建築であり，円く，限定的であるのに対し，木材ならば県産材で

高基調の下で，輸入ログハウスとの競合や市場のあろうと他県産材であろうとさらには外国産材で
きょうあい

狭嘘性等の点で,価格競争力の強化が課題である。あろうとその産地を問わない木材関連業者が,｢木

Ⅳ型は，木質系建材メーカー主導型であり，木を愛する」ことを経済原則に先行させて取り組ん

粉シートのアロクッスは，文字どおりの新製品ででいることである。森林所有者の販売市場が，木

用途や販路はこれからである。原料となるオガ屑材加工組立関連業者の原材料仕入市場である。販

は，きのこの培地材料や畜産の敷料等として商品売の論理(土地所有ないし土地生産業の論理)と仕
●●

価値が増大しており，原料の安定確保は，ここで入購買（工場制生産の論理）の論理のズレをどう

も大きな課題である。克服するか。加工流通さらに住宅建設部門へ進出

V型は，外材製材・カラーベスト，屋根ﾀ陸工を企画している林家，森林組合や林業行政当局

事業者として一流企業である南富士産業（株）は，この冷徹な論理が支配権をもつ経済社会を透

力:，八角形住宅HLC-88の特許商品で住宅建徹な目と頭脳で対応しなければならない。昨今

設部門に参入し,FC(フランチャイズチェーン）の，協同組合への出資で川下と一体化したと評価

方式で全国展開している方式である。このほかにしてはいけない。具体的な経営管理や原材料提

住宅建設業者が中心となった木材需要拡大の代表供，さらには統括者機能にまで歩みを進めていく

的事例は，菊池建設（株）の「桧の家」である。ことを提起しておきたい。

以上，県下の木材新製品開発の動きを追ってき県中部の安倍川・蕊科川流域産のスギ・ヒノキ

林業技術No.5381987.1
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天竜産ヒノキ小径木からつくった木レンガ舗道（天竜市二俣） 家具メーカーやディーラーから好評を受けた

ヒノキ材利用のシステム家具

にプラスチック化あるいは鉄鋼製品化したテーブ

ルセットや植木鉢が，そこでは木製に逆代替され
むく

ていた。ヒノキ無垢材から学童用机が，再び，つ

くられはじめた。

木材需要の拡大は，失われた分野の回復と新し

い分野の開拓という両面作戦でなければならな

い。いかに森林資源が成熟しつつあるとはいえ，

「木の文化」の国民だからといっても，「木をじ

ゃんじゃん使ってほしい」という消費美徳説は問

題である。いかに，木材経済が国際化したとはい

え，調和のある資源の利用と造成でなければなら

ないと考える。

21世紀もあとわずか。1987年はう，さぎの年で
●●●

ある。伐株にうさぎがあたってくれるのを待つわ
■●

けにはいかない。かめのように，円高の嵐が通り

過ぎるのをじっと待つこともあえて否定しない。

しかし，これからは攻勢を掛け，嵐をつくり出し

ていくべきだと考える。

前述した富士ヒノキの仕掛人の服部源一郎組合

長は，イデキョーホームという地場の住宅会社と

連携して「富士ヒノキの家」の商品化に取り組ん

でいる。この10月に60坪の住宅が完成し,現在，

自宅をイデキョーホームの手で増築中である。桁

角に米マツを使用しているが残りは，所有山林か

らのヒノキ，スギ材である。製材工，大工職人と

いっしょに木取りを研究しながら，富士ヒノキの

商品性を追求している。まさに「|塊より始めよ」

である。

（こじまむつお・静岡大学腱学部）

の，家具への利用促進について県家具組合連合会

を中心に進められている。61年度からはじまっ

た国産針葉樹多目的利用促進事業（県単）は「ス

ギ・ヒノキの県産材の利用を促進し，需要の維持

拡大を図ることを目的に新用途開発および実用化

を推進する」事業の一環として，「国産針葉樹家

具利用促進事業」に取り組んでいる。県家具組合

連合会，静岡木協，市森林組合連絡協の3者から

なる協議会が61年4月に発足した。協議会は，

新規需要の拡大とともに地場産業としての家具産

業の活性化を図ることを目的としており，その第

一段として，安倍地域のスギとヒノキを使った家

具（ダイニング・セット）をそれぞれ試作し，第

5回秋の家具総合見本市に出品した。全国の家具

業者から，明るくて清潔だ，重厚な暖かみがあ

る,ざん新なアイディアだなど好評であった｡今後

の商品化に期待したい。特に，普通の消費者が入

手しやすい価格で生産し販売できるようなシステ

ムの開発を図ってほしい。
かい

Ⅳ．まとめ一塊より始めよ

以上，静岡県林業の振興と再生の動きを追って

みた。もちろん，これだけではない。県青年林研

連主催の「山村の手づくり展」（昭和61年10月

1日から1カ月間)では，奥大井手造りの里(本川

根町）の出品の花台や酒樽等の小物木製品をはじ

めとして100点を超える木材や竹材，和紙等の山

村資源の商品化が，そこにはあった。山村の伝統

的な日用品が都会では商品価値を持ち，山村でも

見捨てられた端材をベースにした木製品が，さら

林業技術No.5381987.1
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II常に模索する久万林業地

安藤
＝

貝

それぞれの地域で育林のよりどころとされている

が，久万でこれが作られたのは昭和44年のこと

だから，全国に先駆けてといっても若い方々には

理解できないかもしれない。

そこで，この育林技術体系ができるまでのいき

さつと，その実践過程をたどり，今後どのように

発展しようとしているかを述べることにより今回

の執筆の責を果たしたい。それが大内氏の目に見
●● ●

えない久万林業の若さを示すことであり，その若
●

さをもつがゆえに久万林業に将来が期待できるか

らだ。

育林技術体系の誕生

昭和36年から2年間久万町は愛媛大学腱学部

に久万町林業構造改善総合調査を委託した。この

調査は山村としての久万町の産業経済振興の基本

計画作成のために行われたもので，その役割を果

たしたのは同大学林学科の先生方である。調査は

経営，造林，材質，加工，流通，販売等多岐にわ

たり，報告書には各分野ごとに具体的に改善策や

改善方向が示され，このころすでに非皆伐という

はじめに
●●

「久万林業の特色を端的にあらわせば，若さに
●O

ある。目に見える林業地の若さとは幼齢の造林地
●○

が多く…(中略)…，目に見えない若さの方は，な

によりもまず，経営者が既成の習慣の上にあぐら

をかくことなく，つねに進歩を求めて広く知識を

吸収し，消化し，実践する弾力的な精神の持主か

ら生まれるものである」と大内晃氏は昭和40年

代の久万林業について書いておられる。筆者はこ

れほど端的に久万林業を表現している言葉はない

とかねがね思っている。

今回，久万林業が厳しい林業事情の中でこれか

らどのように21世紀に向けて変わろうとしてい

るのか，またどのような取り組みがなされている

のか書いてほしい，との依頼を受け大変困った。

昭和40年代の初めから久万にお邪魔しているが，

最近耳にすることは苦しい話ばかり，展望を見い

だすことは困難な状況にあると思ったが，この言

葉を思い出し，これまでの久万林業の足取りを振

り返り，今後どのように変わって行こうとしてい

るのかあらためて探ってみようとお引き受けして

しまった。

久万林業は広義に久万町を含む愛媛県上浮穴郡

の林業を指す場合と，狭義に久万町のみの林業を

指す場合があるが，今回は狭義の久万林業に限ら

せていただく。

その理由は，頭書に述べた大内氏の言葉は久万

町の林業に対するものであり，全国に先駆けて作

成されたことでよく知られる育林技術体系は，久

万町の当時の指導者により作られ，その実践に努

められ今後の発展をどのようにするか模索してお

られるのも，これらの方々やその後継者であるか

らだ。

今でこそ全国各地に育林技術体系が作成され，

全
国
に
先
駆
け
て
育
林
技
術
体
系
が
作
成
さ
れ
、

普
及
・
実
践
へ
の
・
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
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言葉が山畑一善教授によって使われているなど，

その含蓄ある内容の大部分は20年余を経た今日

でも色あせていない。

その内容を一口で述べれば，生産材を商品とし

て位置づけ，主産地形成に向けて大量の均質材を

低コス|､で生産販売する体制を作れということ

で，さらに，久万林業は林齢配分が若齢に偏って

おり，林地の所有規模101'a以下が90%以上を占

めることから，スギ・ヒノキの無節柱材を一つの

大きな柱とし，併せて壮齢林を持つ，所有規模の

比較的大きな林家は優良中大径材の生産も行うと

いうことである。

当時，久万町の一部の篤林家は，商品性を重視

した材の生産を行い，それなりの評価は受けてい

たが，地域として市場性の高い材をコンスタント

に供給できる体制にはなかった。

久万林業が他の林業地より常に数歩先を歩くこ

とができたのは，地元の要請にこたえてくれる大

学を持ち，それを実行に移す方々がいたことであ

る。町はもちろん県も協力して，いわれながら実

際には実行が困難な，産官学が一致してその実現

に努力が払われ，現在も続けられている。その第

一歩が優良小径材生産を目標とする育林技術体系

の作成だった。

この作業は40年に着手し，“年に久万林業主

産地化シリーズNo,2『上浮穴地方育林技術とそ

の体系』として刊行された｡詳細は同書等を見て

いただきたいが，内容は優良小径材を生産するた

めの育林技術をはじめ，収穫，伐木，造材，集連

材，投入算出試算などが詳しく解説されている。

育林技術体系の普及と実践

育林技術体系ができてもそれに沿った山づくり

を行わなければ主産地形成はできない。この実践

が始まって今年で17年目に入る。その過程で筆

者も時には意見を求められたが，そこで常に久万
●●

の若さを見てきた。

まず最初に，林業改良普及員や篤林家の岡讓，

相原佐加雄，秋本保の各氏によって官民一体とな

って育林技術体系の普及が行われた。

これとほとんど並行して，均質な優良小径材生

林業技術No.5381987.1

産には枝打ちは若齢時から欠くことができないか

ら枝打ちの巡回講習会が開かれた。この指導書と

して愛媛大学・上浮穴高校・篤林家の協力を得

て，県の専技が中心となって「久万地方における

スギ優良無節材の主産地形成に対する技術的検

討」が取りまとめられ，さらに，主産地シリーズ

No.3「枝打技術の実際」が刊行された。

しかし講習会でいちおうの知識を得ても，これ

を正しく受け止める素地がなく無謀な枝打ちが進

行した。その理由の一つに，講習会の受講者は森

林所有者が多く，実際に作業を行う作業員で講習

を受けた者が少なかったことがあげられる。そこ

で，あらためて枝打ちの正しい作業のできる作業

員の養成を始め，自主的な技術士制度を作り，所

定の資格保持者を登録させた。かなり前から相当

数の女性の枝打ち技術士も誕生していると聞いて

いる。

このころの久万林業は熱気にあふれていた。そ

れはここまで述べたことがすべて，“年，技術

体系が発表された年に行われたことからうかがい

知ることができる。

このようにして枝打ちの定着が図られたが，枝

打ち材にボタン材と呼ばれる変色の発生に気づき

篤林家の間で問題になりだした。そのころ，先に

述べた愛媛大学の調査に参画し京都大学に移られ

た森田学教授からの問い合わせで北山や吉野でも

流通段階で問題になっていることを知り，町は49

年に久万のボタン材発生の原因とその対応を同教

授や堤利夫教授等に依頼した。

この調査の結果は「枝打ちとぼたん材（優良材

生産の問題解明をさぐる)」として取りまとめら

れ，ボタンは枝打ち時に幹に傷を付けた場合に発

生することが初めて明らかにされた。また，ボタ

ンは枝打ち面より内部に向かって発生するため，

製材面にボタンが現れなければ製品の価値には影

響がなく,10.5cm角の柱材を採材する原木生産

については，久万の育林技術体系にそった枝打ち

が行われれば問題はないことも明らかになった。

ちなみに，育林技術体系には枝打ちについても詳

細に指示されているが，特に注意すべきことは，
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…－7長挙

(現地での間伐の研修・左写真）と日I珊林業学校（右）（写真：久万町林業課提供）久万町がすすめている婦人林業教室（現地での間伐の研階

「いつの場合でも枝下径が7.5cmに到達する以

前に枝打ちするよう細心の注意を払うべきであ

る」としている点である。最近，枝下直径を基準

に枝打ちすることが一般化してきたが，久万では

当時から今と同じ考え方を持っていたのである。

枝打ち用具は最初は久万式のナタが用いられて

いたが，枝が細いときに枝打ちされるため，より

能率良く作業のできる北山式のカマに変わり，最

近は適期を過ぎやや太い枝を打つ場合には，ボタ

ンの発生を防ぐため，鋸を用い枝隆を含め幹に傷

を付けないように枝打ちが行われている。

用具もこのように変わったことについては，筆

者の研究室の竹内郁雄技官の研究－京都大学で

ボタンの発生原因とされた幹の傷は，(1)枝隆除去

を含む材部の傷，(2)枝割れに伴う材部の傷，(3)樹

皮剥離による材部の傷，に分けられ，このような

傷と用具の関係を明らかにしたことが役だってい

る。

間伐も技術体系では初期には下層間伐を行い，

柱材適寸の立木ができれば，適寸の立木を間伐木

として収鞭することになっている。岡譲氏が実

際にこのようにしてみると，土地の良い所では

15年生ぐらいで柱材がとれたが，これは四面無

節でも年輪幅が広くて材質が悪く，モヤゲタにで

も使うしかなかったという。ちょうど4ﾉ7～48年

のオイルショックで，市況も悪化し始めたころだ

ったので，単に無節だけでは，これからはだれも

材を買ってくれないと考え,年輪幅を3mm以内

におさえるよう選木方法を変えた。岡氏は技術体

系ができたころは無節材であれば良い値で売れた

が，市場は生き物，先を読みながら対応を図らな

いといけないとし，このような間伐をメハバ管理

のための間伐と呼んでいる。その特徴的なところ

を述べれば，初期の間伐から胸高直径を林齢の2

倍の数で除し，その値が3mm以上の立木と，材

長3xnの直材が採材できそうもない幹曲がりの

大きい立木を選木の対象とすることである。この

ような立木のすべてが一度に間伐できるわけでは

ないから，残存木の配置にも留意して何回かに分

けて，徐々に行われる。もちろん，各種の被害木

は優先して選木されるが，劣勢木でも小さいとい

う理由だけでは間伐木とはしない。また，被害木

でも冠雪害等で樹冠の一部が被害を受けても，い

ずれは柱材が一玉とれるとみられるものは残すな

ど’将来の価値判断のうえに立って選木が行われ

る。間伐木は採算のとれる見込みがあれば搬出す

るが，そうでなければ伐り捨てる。

岡氏はこのような選木方法をとったほうが良さ

そうだと篤林家には伝えたが，一般林家に普及を

始めたのは52～53年ごろ，確信が持てるように

なってからである。久万町は51年-から，林家の

奥さんにも林業技術の知識を持ってもらうため農

閑期に婦人林業教室を開いているが，その講師で

もある岡氏はこれを通じて普及に乗り出した。家

計を預かる主婦のほうが，このような間伐が有利

に収入に結び付くことの理解が早かったようで，

男性にこの間伐の実行を迫ったのは主婦であった

という。

林業技術No.5381987．1
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林内作業路

ついでに述べると，59年度から日曜林業学校を

町の主催で開き，山を持っている勤め人や商店主

にも林業技術の普及に努めている。

44年，技術体系ができてからの実践の歩みを

述べたが，ここで述べたことはその一部分にすぎ

ない。このような経過から明らかなように,50年

代も半ばになるとこれまでの技術体系が実態と合

わなくなりその改善も検討された。愛媛県林業試

験場は地元の要請により，従来の技術体系にそっ

て育林された林分を調査し，新しい育林技術体系

の試案を示した。この試案は56年の全国林業試

験研究機関協議会のシンポジウムで清水敬氏によ

り「久万地方のスギ優良材生産技術について」と

して発表されている。この試案を基に地元でさら

に検討がすすめられていることだけを今回は述べ

るにとどめておこう。

基盤整備一林内作業路

いくら良い材ができても，それを搬出するのに

経費がかかっては採算がとれない。現在の久万町

の林道密度は14.6m/ha,目標は27m/1,aと愛

媛県久万出張所で聞いたが，この程度では目標が

達成されても,なお，きわめて不十分である。こ

れを補うのが林内作業路であるへ作業路は46～47

年に岡氏がブルドーザーで開設し，ブルドーザー

で搬出したのが久万町で最初である。その後，西

岡忠義氏はバックホーによる作業路の開設とゴム

クローラ運材車による集連材に50年ごろから手

を付け，運材車の改良も含めて2年ほどで技術を

完成させた。その後の地域への浸透は早く，森

林業技術No.5381987.1

複層林

林組合が施工した実績は56年から60年までで

205,000mに達する。個人で施工した実績は不明

だが，これも相当な数になるという。しかも，施

工の経費は、当たり普通土で133円，岩盤を含

む所で272円ときわめて低く，普通の手入れがし

てある林分ならば，支障木だけでこの経費が賄え

る。

西岡氏によると，当初250m/ha程度つければ

よいと考えたが，傾斜の緩い所は600m,急な所

は300mぐらいつけると集材の効率がよく,600

mというと驚くだろうが,緩斜地は工程が上がる

から，緩斜地の600mと急斜地の300mのha当

たりの経費はほぼ同じだという。

これからの課題一販売

業という立場でまず考えなければならないこと

は，いかにして収益を上げるかということだろ

う。このためには，支出を減らし収入を増やすこ

とに徹底しなければならない。久万林業の枝打ち

や作業路はこのための必要経費であって，この経

費は惜しみなくかけるが過大な投資は常に戒め，

最小の経費で最大の効果を常に期待している。

収益を上げるためには上手に商品を販売しなけ

ればならない。このためにはブランド化が必要

で，昨年から久万町製材業流通懇話会を設け「久

万町共販」という統一ブランド名による共同出荷

体制を取り，東京木材市場等各地の市場へ出荷を

始めている。このための勉強会も行われたが，い

ざ出荷して明らかになったことは，出荷した製品

に対する評価は高かったが，市場には久万という
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名が全く通っていないことであったという。この

ためPRが今後の大きな課題となり，今その方法

が検討されている。森林組合の関井専務は久万林

業が育林技術体系や複層林で林業界に知られてい

るように，久万の材は良いと市場界に知られるよ

うにしたい，それがこれからの久万の生きる道だ

と熱っぽくその心境を語ってくれた。

おわりに

久万の山は4～5齢級のものが多くまだこれも
●●

若い。したがって，ここ当分は優良柱材の生産が

中心に発展が図られる。しかし，話をうかがうと

皆伐は避けたいとする方が多いから，いずれは複

層林も増え，大径材も現在以上に供給されるよう

な体制がとられるのだろう。その素地として複層

林の技術も進み，いつでも対応できる段階になっ

ている。複層林が話題になると，若齢林なのに複

層林にするにはという質問をこのごろよく受ける

が，久万ではそんな話は出てこない。筆者は複層

林の仕事をさせていただいているが，若齢林の複

層林化は問題が多く経営上困難だから，今の久万

の行き方で良いと思っている。

これまで述べたように久万林業は苦しい中で常

に新しい道を求めて模索を続けている。これが当

初に述べた若さであり，若さが続く限り久万が衰

退することはないものと思う。

編集子から求められたものとかなり違った内容

になったが，久万林業のたどった道が，今後の地

域林業のあり方の参考になれば幸いである。

（あんどうたかし．林業試験場四国支場

造林研究室長）

Ⅲ混牧林を中心とした林畜複合経営の推進と
むらづくり(大分県朝地町温見地区）

安永朝海

町は227であり，また，肉用牛(乳用種を除く)飼

養頭数では全国平均99，大分県平均97に対し，

朝地町は129と，両部門におけるその成長ぶりを

うかがうことができる。生産景や飼養頭数といっ

た量的な拡大ばかりでなく，県内外で開催される

各種の品評会等でも常に上位入賞を果たすなど，

今では乾シイタケと和牛の，県内有数の産地とし

て前進を続けつつある。

このような朝地町の乾シイタケと和牛の生産を

1．温見地区と複合経営の姿

混牧林とか林間放牧と聞けば，我々林業関係者

は，ともすれば顔をしかめがちになるが，置かれ

た環境をよく考え，工夫をこらしてそれを実行す

れば，林野の有効利用にもなるし，むらづくりの

有力なテコにもなるという事例を紹介したい。

それは，大分県の南西部に位置する朝地町，な

かんずく温見地区で最近十数年にわたって活発に

展開されてきたところの，混牧林を媒介とした乾

シイタケと和牛の複合経営によるむらづくりであ

る。

複合経営の2本柱であるシイタケと和牛の躍進

ぶりは，両者のここ数十年間の生産量，飼養頭数

の急増に端的に現れている。すなわち，混牧林技

術がまだ定着していなかった昭和45年を100と

した昭和58年の指数（いずれも3カ年の移動平

均）で見ると，乾シイタケの生産量では，全国平

均が171，大分県平均が134であるのに対し朝地
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支え，発展させてきたのは，実は町の北部に位置

する温見地区の農林家グループの力に負うところ

が大きい。いったい，この温見地区とはどんなと

ころであろうか。以下この地区の立地条件や農林

複合経営の状況について簡単に触れておこう。

九重山麓の東南部，町の中心部から北へ車で約

20分のところに位置する温見地区は，標高500～

600mの準高原地帯の山村である。九州であるか

ら概して温暖多雨といえるが，内陸の高地に位置

するため気温の日変化は大きく，積雪と2，3日

の根雪にみまわれる年もまれではない。火山灰土

で覆われているため土地生産力は低く，現在でも

水稲の反収は平均450kg程度である。地域の多く

は傾斜地によって占められ，そこに大小5つの集

落が点在している。

決して恵まれているとはいえない環境のもと

で，かつては山間の零細な生産性の低い棚田で食

糧を確保しながら，2，3頭の役肉兼用牛と200,

300俵の木炭，また場合によっては養蚕，葉タバ

コ，実取りトウモロコシ，野菜などを取り入れな

がら，細々と生計を維持してきた火山灰地の寒村

であったといわれる。

現在の姿はこれとは全く異なり，複合経営の部

門構成の比重は集落や個別経営によって多少異な

るが，農（米・野菜）に自給的なベースを置きな

がら，現金収入は林（シイタケ）と畜（肉用牛）

を2本柱とした農畜林の複合経営へと大きく変化

している。つまり，概していえば，かつての家族

労作的な零細・多部門の複合経営から，市場競争

力を有する本来的な複合経営に生まれ変わったの

である。

このようなシイタケと肉用牛を2本柱とする複

合経営が定着し，朝地町のシイタケと畜産の驚異

的ともいえる発展の原動力になるようになったの

は，それほど古いことではなく，次に述べるクヌ

ギ混牧林利用技術が導入され，定着を見た昭和

40年代後半以降である。

2．クヌギ混牧林の利用システム

（1）混牧林の利用概況

混牧林とは「林産物と畜産物の生産を，比較的
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良く管理されたスギ林内ほだ場

長期にわたって，同一の土地で同時に行うことを

目的とした森林」と定義することができるが，こ

の地域ではこれを「里山」（広義）と呼んでいる。

温見地区では，全森林面積の40％がこの広義の

里山と推定され，面積的にも大きな割合を占めて

いるが，そのほとんど大部分はクヌギの人工植栽

林とその萌芽林である。以下，混牧林地の利用の

特徴を摘記する。

①植栽方法-11a当たり2,000～2,500本と粗

植にし牛道を避けて植栽する以外は一般の施業と

同様。

②畜種および飼謎目的一黒毛和種の繁殖およ

び一部育成。ただし，分娩前と授乳中の母牛は畜

舎接続の裏山（狭義の里山）でのみ放牧し，子牛

は畜舎，パドックで別飼いとする点が，この地域

の特徴である。

③利用方法－5～11月の昼夜・輪換放牧。

採草利用はほとんど行わない。伐採後1～2年は

重度放牧は見合わせる。

④草種および草量一野草は主としてススキ・

ネザサ。牧草はオーチャードグラスほか3種混

播。収量は可食草鐙で10a当たり野草2t,牧

草5tでかなり高い。

（2）シイタケ生産と混牧林

林地への家畜の放牧は，畜種のいかんにかかわ

らず，食いちぎりなどの食害踏みつけ，なすり

つけなどの機械的被害を生じ，林木の生産にとっ

てあまり好ましくない，というのが常識であろ

う。したがって牛の林木に対する加害を軽減し，



牧養力を維持することが必要で，牛道を避けて植

栽したとしても，やはり全体としてクヌギの立木

密度を落とさなければならず，伐期収椣もそれに

応じて減少することになる。15年伐期の初代林の

概算では，通常の3,000本植栽の立木価額を100

とした場合，2,500本植栽では89％，2,000本植

栽では80％と推定される。

これに対して，コスト面では，下刈り経費の大

幅な節減が大きく影響し，通常施業（3,000本植

栽，初代林)の68％(2,500本植栽)～60％（2,000

本植栽）に収まっており，放牧による収職減より

コストダウンの効果が大きいことがわかる。

収益性を示す一つの指標として内部収益率（い

わゆる利回り）を取り，初代林（伐期15年)，2

代林（同12年)，3代林（同12年）の合わせて

39年を1サイクルとして試算した結果は，

①林業専用地(3,000本植栽3,000本収稚）

…3.5％

②同（2,500本植栽2,500本収樅）

…3.3％

③混牧林地（3,000本植栽2,500本収稚）

…4.7％

④同（2,500本植栽2,000本収櫻）

…4.4％

であって，混牧林施業の有利性が明らかである。

シイタケ生産費の半分以上は原木代金である

が，シイタケ原木の不足と価格高騰が深刻な今

日，クヌギ混牧林を中心として原木の地域内自給

が確保され，比較的安価な原木入手を可能として

いることがこの地域のシイタケ生産発展のうえで

果たす役割はきわめて大きい。

（3）肉用牛生産と混牧林

肉用牛繁殖経営の費用の大半は飼料費と労働費

である。例えば，それを59年度の全国平均で

見ると，第1次生産費中，飼料費は51％,労働費

は34％で，この両者を合わせると実に85影とな

る。ところが，混牧林を活用した200日に及ぶ放

牧によって，この両者を大幅に軽減することがで

きる。

一方，適切な放牧は，運動面でも飼料面でも，

特築／山村・林業の再浮上をめざして15

温見地区の各所に見られる混牧林の一つ

家畜の健康維持と繁殖機能の向上に効果がある

が，例えば受胎率を見ると，59年度の大分県平

均83％に対し，温見地区は95％ときわめて良い

成績を上げた。また，産牛に対する市場の評価も

きわめて高く，朝地牛は常に高価で取り引きされ

ている。

山地放牧にともなって生ずる林畜両面のデメリ

ットももちろんある。これらについては，過去の

苦い経験を生かしつつ，独自の母子別飼方式によ

って子牛管理，分娩管理を徹底したり，火入れの

励行と抵抗性の高い牛の導入を図り家畜害虫被害

を軽減するなど，試行錯誤のなかでその土地に合

った新しい技術を生み出している。

山地保全上の問題については，①緩傾斜の適地
●●●

を選定すること，②不耕地による林内草地改良技

術の導入，③牧区を設け，林木，下草の状態を見

ながら，適正放牧圧のもとに，きめ細かい輪換放

牧を実施すること，など高い配慮が払われてい

る。土壌の理化学性の悪化による地力減退など今

後注意しなければならない点も残しているが，崩

壊地等保全上の問題は生じていない。

3．混牧林技術普及と一般化の条件

この地域が乾シイタケと和牛の里として急速な

変貌を遂げ生まれ変わってきた経過，その躍進の

かなめとして位置づけられる混牧林の利用形態や

役割について，かいつまんで述べてきたが，いっ

たいこのようなクヌギ混牧林を成立させた条件と

は何であったのか。他の地域への普及の可能性と

限界，といったことを念頭において，整理をして

林業技術No.5381987.1
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みよう。

（1）自然的条件の洗い直し

混牧林は，林畜の複合経営であるから，上木，

下草の生育にとって恵まれた立地条件にあること

が先決である。さらに，その有効利用，管理作業

の難易度，水土保全などを考慮した場合，その適

地はかなり狭いものとなってくる。その大方の基

準と温見地区とを比較すると次のとおりである。

①傾斜一地質，土壌条件にもよるが，人工草

地（放牧）は20.まで，野草地（放牧）は30.ま

で。これに対して温見地区は平均15.であって，

適地はかなり広い。

②水利一最低5011aに1カ所といわれている

が，この点は，より集約な管理放牧を指向すると

すれば再考の必要がある。温見地区の場合は各所

に自然流水（沢水）があり，その状況を見ながら

牧区を細かく配置している。

③下草自然植生一ススキ型，シバ型，ササ型

は適であるが，低木型，ワラビ型は不適。温見地

区の場合はススキ型，ササ型が大部分を占める。

また，クズもよく繁茂するため，下刈りを怠った

クヌギ林地は成林しないことが多いが，牛がクズ

を好んで食べるので，この面で放牧はクヌギにと

ってきわめて良い効果を与えている。

④気候－5～9月の月平均気温が13.C以上

で，放牧可能期間が5カ月以上あること。これに

対し温見地区では，野草地のみで6カ月は十分可

能であり，寒地型の牧草導入によって，さらに放

牧期間を延長している。S牧野組合混牧林の過去

4カ年の平均で年間215日の実績であった。

以上の諸条件を考慮した場合，九州のような暖

地においても，傾斜度の関係等で，適地を大面積

にわたって確保することは困難かもしれない。し

かし，少なくとも阿蘇，久住高原を中心とする地

域数万haは適地選定の範囲に入れることはできる

し，現に試行的に行われているところは多い。要

は，それらの適地を生かして利用技術を定着させ

るための，社会，経済的な条件をいかにして確立

していくかが問題である。

（2）思い切った土地利用再編

林業技術No.5381987.1

温見地区の複合経営確立過程で注目されるの

は，地目にこだわらず思い切って土地の利用方法

を変え，土地をそれなりに整備することによっ

て，徹底的な省力化を実現したことである。

土地利用の基本的変化は次のように整理するこ

とができよう。すなわち，

①奥地急傾斜の旧採草地，雑木林へのスギ．ヒ

ノキを中心とする拡大造林

②自然放牧による粗放利用原野へのクヌギ造林

による混牧林の導入と，一部永年草地造成

③田畑の飼料畑，牧草畑への転換と永年草地化

など，すべての地目に及んでいる。これはつま

り，木炭（雑木林）と役肉牛（原野）を中心とし

た土地利用から，シイタケと和牛を中心とした土

地利用への大転換である。

このような大転換はもちろん一朝一夕にしてで

きるものではなく，その道のりは平たんではなか

った。混牧林技術の中心となる不耕起火入れ直播

法や母子別飼方式，また牛道を避けた植栽方式と

密度管理方式等は多くの失敗例のなかから生み出

された「地湧き」の技術といえよう。

（3）土地流動化への地域ぐるみの取り組み

以上のような土地利用の変革は，まず個別経営

のなかから始まった。しかし先祖伝来受け継いで

きた土地をそのままの所有形態で利用転換を試み

ても壁がある。そこで現れたのが，耕地（畜舎用

地等も含む）の交換分合と混牧林地の貸借であ

る。例えば'現在個人有のクヌギ山の52％が放牧

のために畜産農家に開放されている。

一般に林畜複合経営は，放牧地をめぐる林畜の

土地利用面で競合し成立困難となる場合が多い。

入会林野などにおいて，家畜飼養農家が減少する

と，林業的利用と畜産的利用の調整が困難とな

り，放牧が減退する例が各所に見られる。

それにもかかわらず，温見地区で林畜複合経営

が発展し定着しているのは，クヌギ林への適正な

管理的放牧が，クヌギにとっても決してマイナス

にならないという認識が地権者の間に浸透してお

り,両者の競合的でなく補間的な関係が,優れた混

牧林技術を媒介として成立しているからである。



（4）林畜複合経営を支える諸組織と活動

木炭からシイタケへの転換と肉用牛飼養の多頭

化を軸として，今日のシイタケと和牛という複合

経営を確立し，発展させてきた要因として，温見

地域畜産振興会忽どのリーダーを中心とする組織

的活動と,、これらの自生的運動を支えてきた行財

政援助がある。

すなわち，シイタケと畜産を中心として，行政

組織（県事務所・普及所，役場・農業振興センタ

ー)，公的団体（農協，森林組合，農業共済組合

等),生産者組織（畜産振興会・地域部会，シイタ

ケ振興会)，地域社会組織（公民館)，階層別集団

（青年部，婦人部）が相互に連挑を取りながら，

特集／山村・林業の再浮上をめざして17

活動を行っている。むらづくりを積極的に展開し

ている地域ではどこでも，むらづくりに展望と確

信を待ち，旺盛な研究心と意欲を持ったリーダー

がいるものであるが，この地域も例外ではない。

かつて経済・エネルギー構造の変革のなかで木

炭と役牛が壊滅的打撃を受けたように，今日のシ

イタケ・和牛も決して安全とはいえない。しか

し，リーダーを中心とする日常的な組織的活動，

積極的なむらづくりへの意欲，厚い後継者層が健

在なかぎり，今後も数々 の苦難を乗り越えていく

ことができるに違いない。

（やす葱がともみﾂ謡駕繍蕊）

Ⅳ超短伐期育成林業一一海布丸太の生産
(和歌山県南地域）

青木尊重

第二次大戦の終結後，日本復興の立役者として

"売手市場”の恩恵にドップリとつかっていた林

業界も，昭和48年の第一次オイルショックで目

を覚まされた。黒潮洗う紀南の地で，もっぱら，

土地生産力の高さを誇っていた篤林家集団が，ま

ず心したのは，北山・吉野の繊細な育林技術と挿

スギ林業の先進地"九州"の早生系挿スギークモ

l､オシ・イワオ・ヤマグチ・ナカムラ・シチゾウ

等の結合による超短伐期育成林業によるファッシ

ョン性の強い“海布丸太”の生産であった。

10年で勝負できる“海布丸太の生産”ならば，

還暦を記念しての植栽林も古希の祝いに間に合う

し，若い人々には土曜日・日曜日を活用しての

“休日育林”に，屋敷裏の桑畑や栗園や薪炭林を

“海布丸太の生産林”に転換しても十分に育成で

きる性格のものとして推奨できるものである。

1．海布丸太とは

“海布丸太”の語源については，定かではない。

ただ，紀南地方で「ヒソ（櫓曽)」と呼ばれてい

たスギ・ヒノキの細物が，「吉野地方で“カイフ”

と呼ばれていた時代があった」とのことである。

また一脱には，「わかめ」などを干すさおに使

われていたが，「わかめ」を干している模様がち

ょうど布を干しているように見えたので，海の布

を干す丸太すなわち「海布丸太」と呼ばれるよう

になったとも聞き及んでいる。

2．使われ方と規格

純和風の建築では，建物の外回りの化粧桁に磨

丸太がよく使われる。それとのバランスのうえか

らも軒下の垂木受けに膳小丸太の桁を組み合わせ
ひさし

ざるをえなくなり，庇の垂木にも磨丸太の一種と

して“海布丸太”が使用されるのである。

さらに，戸や障子を超えて廊下の天井にまで伸

ばすことがしばしばある。したがって，三尺庇に

使う三尺海布，一間庇や廊下に使う一間海布，さ

らにはそれらを通しで使う丈海布・二間海布な

ど，用途別の規格が生まれたとのことである。

太さの規絡は，末口径が1.2寸(3.6cm)～1.5

寸(4.5cm)で，元口径が1.5寸(4.5cm)～2寸

(6.0cm)の完満なものほど良品とされている。

林業技術No.5381987.1
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苗木を大・中・小の3段階程度に分け，土壊の深

い箇所には小苗を，土壌の浅い箇所には大苗をと

いうように配慮し，常に梢頭がそろうような林分

に仕立て上げることを目ざす配慮が必要と考えて

いる。また，万が一，曲がり苗の場合には支柱を

立て3カ所止めを行い，できるだけ通直に育つよ

う気配りする必要がある。今一つ大切な事項とし

ては，植栽初年度は徹底した雑草木の駆除に傾注

すべきである。なぜならば，10年以内に収稜す

ることを目的とした生産行総であるから，根曲が

りの防止と初年度からの順調な生育を期待しての

超集約施業体系による小丸太生産だからである。

4．採用品種についての配慮

植栽後10年間で樹高が10m以上(年平均樹高

生長量が1m以上）になりうるような早生型の挿

スギ品種を，いちおうの目安として考えている。

その他の条件としては，①真円・通直で，②枝座

の発達が鈍くて太枝や劣勢枝（不定芽）の出にく

いもので，③気根がなく，④枝打ち傷の巻き込み

が早く，⑤梢殺になりにくいものなどを条件とし

て選定してきているが，これらについても，密植

によってある程度カバーしうるものも，幾つかあ

るものと経験的ではあるが判断している。

なお，これまでの経験からの判断によれば，紀

南地方での適合品種としては，和歌山県内の精英

樹の中では東牟婁3号や西牟婁14号などが，そ

の他では新谷・吉野1号・桑名1号と九州北部産

のイワオ・ナカムラ・シチゾウなどが，これまで

の試植検定の結果から，一斉植栽一斉皆伐方式の

海布丸太の生産には適合するのではなかろうかと

判断している。

5．林地整理と下刈り・つる切り

林地の整理をていねいにすることが必要であ

る。場合によっては，植栽の前年に除草剤（フレ

ノックやラウンドアップなど）を使用することも

ある。

下刈りは，3カ年間での完了を目ざしているの

で，1年目と2年目の下刈り・除草・つる切りな

どは徹底的に集約保育することが望ましい。

なお，除草剤の使用にあたっては，平地でのう

廻
年
生
イ
ワ
オ
ス
ギ
（
東
牟
婁
郡
古
座
川
町
）

よって，長さは1nl･2m．31n．4m,太さは

3.6～4.5cm(ただし，落ちは長さに対して0.5

～0.8％）というところが標準的な規絡のようで

ある。

3．植栽上の問題点

ごく短い年月の間に，完満な小丸太材を仕立て

上げる必要性があるので，密植せざるをえない。

紀南高集林研（高度集約的経営を目ざす林研グ

ループ）の会員が，「海布丸太の生産」に取り組

んだ当初は1ha当たり1万本植栽であった。それ

はすでに収私されたが，その結果からの判断で

は，方位・地味などの立地要因と採用すべき挿ス

ギ品種と植栽密度などについて種々の問題点が含

まれており，満足のいく海布丸太を生産するため

には，今後，幾多の問題点を解決していかなけれ

ばならないものと結論づけ，目下，検討中であ

る。有志で，種々検討した結果,現在のところ85

cm×75cmの列条植栽による1ha当たり1.5万

本植栽を標準に置いている。もっとも，なかには

2万本から3万本という超密植を実験中の方もい

ることを，念のため申し添えておく。

現在，紀南方面で，海布丸太の生産を目標にし

て植栽されている本数は，20万本ぐらいと見て

いる人もあれば，いや50万本ぐらいはあるとい

う人もいる。

植栽時において,特に注意すべきことは,短期間

の保育のうえで，一斉皆伐することになるので，

林業技術No.5381987.1



ウンドアップの効果は大きいようで，伐期を短縮

するうえでの機能性がありそうである。

6枝打ち

一般に,植栽後3年目に“ドロ打ち(下枝取り)”

する。時として，植栽後2年目の秋に背丈を超え

たものについてのみ“ドロ打ち”をすることがあ

る。その目的は，植栽した林分全体の樹高をでき

るだけそろえたいｶﾇための作業である。このよう

に，1回目・2回目は林分全体の樹高をそろえる

目的で優勢木の勢いをそぎ，劣勢木の生育を助長

するような“枝打ち”を行い，樹筒をそろえるこ

とに留意した“保育主体の枝打ち”を進めている

（というのも，優勢木はややともすれば“元鉢”

になりがちなので，枝打ちを早くから実施して，

矯正に努めている次第である。矯正は，比較的簡

単に実行できているように受け止めている)。

枝打ちに用いる用具としては，紀南高集林研の

場合は，“北山鎌”を採用している。海布丸太を

つくるための枝打ちは，樹皮の表面で枝打ちする

のではなくして，木肌の表面で枝打ちをするとい

うことが"重要な決め手”となるからである。

7．施肥

施肥は，一般的には行わないのが通例である。

ただし，劣勢木や出遅れ林分に対しては施肥する

こともある。しかしながら，その場合，劣勢木の

みならず優勢木にも栄漣分が吸収されるおそれが

あるので，注意しながら実施する必要がある。

8．伐期

立地によく適合した挿スギ品種が植栽され，前

述のような保育作業が集約に行われ，仕上げ作業

としての“枝打ち作業”が順調に実施されている

と，これまでの経験から判|折して6～8年で収椣

が可能となる。ただし，生育年数・保育度合・地

力などによって売上げ金額が異なってくるので，

いつ収謹するのが最も有利となるのかについて

は，今後の検討課題である。

そもそも，「海布丸太」は，京都の北山地方で

白杉の台杉仕立てでつくられていたのであるが，

昭和40年代の後半ごろから白杉の台杉仕立ての

林分が激減し，生産量も急激に落ちてきた。一

特集／山村・林業の再浮上をめざして19

海布の迩寸木と伐採後幼苗を植えつけ二段林仕

立ての試験が行われている（新宮市澗Ⅲ）

方，昭和50年代の後半ごろから価格の下落傾向

が鮮明となり，加えて従来高級品としての印象が

強かった“膳丸太”や“海布丸太”も価格的に下

落し，建築設計士の段階で採用しやすくなり，昭

和55年ごろからは大幅な品薄となり，現在にま

でその傾向が続いている。かつて，わが世の春を
おおか

認歌していた吉野地方産の「枝付･海布」の時代は

去り，現在ではまた“より良い品質のものを，よ

り良い価絡で”という時代に変わってきている。

したがって，今後は伐期も少しずつ長くなってく

るものと考えられるが,2m材で京都の北山地方

産で25年，吉野地方産で15年，紀南地方産で7

～8年というのが，ここ2，3年の傾向である。

一斉植栽一斉皆伐方式の“海布丸太"の生産は，

紀南地方の特技であり，今後は4mの海布丸太

をとるのに伐期10年前後で「ニタヤマもの」（｢キ

タヤマもの」に対して）が生産されるようになる

ものと信じて，紀南筒集林研のメンバー各位は懸

命に努力しているのである。

9．海布丸太林づくりの経済性

昭和55年以降膳丸太の価格は低迷し，人工絞

丸太用の原木価格も，従来8,500円程度していた

ものが，今では5,500円前後にまで下落してい

る。しかしながら，一方では業者の自然淘汰もあ

り，また住宅着工数の減少等が要因となって，価

格はおおむね安値となってきている。とはいえ，
おうせし、

良材は全国的に品薄で，買気は意外と旺盛な気配

にある。ちなみに，海布丸太については価格が安

定しており，昭和55年900円，昭和56年1,000

林業技術No.5381987．1
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アンカレッジ空港のインターショップの

ロビーに飾りつけられている海布丸太

円，昭和57年1,200円，昭和58年1,500円程度

であった。

これまでの実綴を1，2例示してみよう。

①昭和50年春の植栽で，昭和56年の春に立

木売りした“雲通し杉”の場合,111a当たり1万

本立ちの立木1本当たり1,000円につき,1ha当

たりの立木売却価格は1,000万円程度であった。

②昭和58年の場合は，ヤマグチポの林分で，

1ha当たり1万本で，立木1本当たり1,200円で

あったので，1,200万円程度であった。

なお，このような成果を得るにあたっての投入

経費と収入金額とは，次のとおりであった。

1）経賀

（7年で伐採する場合）

①整地25人15万円

②苗木15,000本120

③植付け150人90

④下刈り1年目15人9

2年目25人15

3年目5人3

⑤枝打ち2年目1,000本＠30円3

3年目14,000本＠40円56

4年目14,000本＠50円70

5年目14,000本@50円70

合計（7年伐期の場合）451

（労賃は,58年の男女を平均した常雇人夫賃金で

ある）

ただし,10年伐期の場合は約550万円程度の経

費となる。

林業技術No.5381987|．1

2）収入

自然枯損は8％程度なので，商品となるのは，

15,000本×92％壽13,800本

①7年生で伐採した場合

13,800本×1本1,000円＝1,380万円

単純計算すると，収益は，

1,380万円-451万円＝929万円

となる。

②10年生で伐採した場合（自然枯損約13％）

15,000本×87％壽13,0()0本

13,000本×1本1,500円＝1,950万円

単純計算すると，収益は，

1,950万円-550万円=1,400万円

となり，7年生で伐採の場合でha当たり年

平均収益約133万円,10年生で伐採の場合で

111a当たり年平均収益約140万円となる。

10．おわりに

以上が，和歌山県紀南高集林研の有志各位が一

斉植栽一斉皆伐方式による“海布丸太の生産”に，

これまで取り組んできた概略である。

本方式による"海布丸太の生産"については，ま

だまだ未知の分野が幾多残されているし，植栽適

地に関しても目下のところ限られたものである。

一つの事例として，「忌地現象」を紹介してお

こう。昭和50年に，太田川長居の田圃11'aに

"雲通しスギ”を1万本植栽し，昭和56年に「海

布丸太」として皆伐した。その跡地に，同年の5

月に“雲通しスギ”を再び植栽したところ活着が

悪く，翌年，翌々年と補植を続けざるをえない林

分が発生した。本林分は，その後の生育ぶりがど

うも思わしくなく（私のかってな判断だが)，い

わゆる“忌地現象”ではなかろうかと疑っている

ところである。

したがって，今後はよりいっそう踏み込んだ現

地適応試験の累積と，飽くなき探究とが期待され

る次第である。

（あおきたかしげ・九州大学腱学部付属演習林）

（本稿は，和敬山県紀南高集林研の玉置会長の貨重な

記録を全面的に拝借して作成したものであることを，
読者各位にお断りしておきたい）
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竹内淳子

木 の布

木の布は遠し､昔から

「木の布」という言葉に，たいていの人は顔一

面に蝋きの表情をたたえて反応する。そして，や

やしばらくして，「あの堅い木が，布になるんで

すか？」と，問いかけてくる。

そう，木が布になるのである。あの堅い木一

が，である。そして，その布の主要な使用目的の

一つが，柔軟性を必要とする衣服用なのである。

遠い昔，人類が衣料を着始めたのは，今から5

～10万年前で,第四氷河期に遭遇したネアンデル

タール人（旧人）といわれ，獣皮を着用したのが

その起源という。その後，人類の中に織物が現れ

るのは新石器時代で，世界の各民族ともその時期

はほぼ共通のようである。

日本でも縄文時代の後期には，焼き物の底に付

いていた圧痕から織物のあったことが知られ，弥

生時代には紡織具が出土し，繊維織物の存在を物

語っている。しかし，どのような植物が使われて

いたかという具体的なことはわからない。想像で

きることは，短期間である程度細く，長く伸びる
つる

植物の蔓や茎の皮が利用されたのであろう。

その後，生活圏の中で，あまり困難なく入手し

やすいもの，長繊維のものなどが生活の知恵の中

から淘汰され，使われていったと考えられる。ア

サの繊維の残片が多いことから，アサ類が多かっ

たかもしれない。そのほか，フジ，クズなどの塑

性の植物や，繊維のとりやすいコウゾやクワなど

であった。

木の布は白く，美しく

つのさはふ磐余の山に旨捧に
いわれ

’

かかれる雲はわが大君かも（巻13）
しろたえ

白梼の吾が下衣失わず
せこただ

持てれ我が背子直に逢ふまでに(巻15）

この万葉集に詠まれている「白梼」は，コウゾ
●●

の靱皮繊維で織った布のことで，これは水にさら
竹 しろたえしるた

すと白く，美しくなった。そのために白妙・白細
え

布などと書いた。そしてこの「しろたえ」は雪，

雲，波，羽などの枕詞として多くの歌に使われる

ようになったのである。

コウゾは現在「楮」という文字が使われてい

る。「柊」という文字のほうはコウゾを示す国字
ゆう

で，コウゾの木皮で織った木綿を指す。この｢桴」

に「拷」という文字を当てている文章を見ること

があるが，拷はヌルデを意味する。ヌルデから繊

維をとることはないので，コウゾに「拷」の文字

を当てることは誤りである。
地う

ところで，コウゾから得た「木綿」は白いので

神聖視され,鱸(神に奉げるもの｡後には絹や
紙を用いて，多くはサカキなどの木の枝にかけ

●

た)に用いられた。「にぎて」のては，「しろたへ」
●●

のたへの略といわれる。
こまひ迄ぬかがみしゐう

肥人の額髪結へる染め木綿の

染みにしこころ我忘れめや(巻''）ト
万葉集の歌にもあるように，神聖な性格をもつ
ゆう

木綿を染めて，髪を結ぶことにも使われた。
ゆう

また，｜木綿」は白く美しいことから花に作ら
ゆうばな

れ，「木綿花」という言葉を生んだ。ところが，
もめん

後になって「木綿」が日本に入ってくるようにな
ゆう

って，古語の「木綿」とまぎらわしくなった。

林業技術No.5381987.]
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かっては「木綿」といわれた布が，徳島県の木

頭村で織り続けられていると知って出かけたこと

がある。

木頭村は四国第一の高峰，剣山の南麓にあっ

て，交通の便はバスのみである。国鉄徳島駅前を

出たパスは那賀川の渓谷をさかのぼり，3時間半
いずはら

あまりかかって村の中心の出原に着く。ここから

峠を越えると高知県である。また，木頭村の西北
ひがい、ややま

に隣接する村は東祖谷山村で，平家伝説に彩られ

た秘境の地として知られる。

現在木頭村は，全国でも有数の林業地帯で，そ

れだけに農地は非常に少なく，村の総面積（232.

08km3)のわずか0.7%にすぎない。といって
きり

も，今でこそ林業の村だが，江戸時代の山地は伐
ぱた

畑という村民の焼畑開墾地のほかは，ほとんど全

部が徳島藩の御林として領有されていたので，村

民の暮らしはひどかったらしい。

明治時代になっても，モメンの普及は遅く，コ

ウゾから得た繊維で布を織った。昭和に入って戦

争が始まり，布の不足を補うためにコウゾで布を

織るようになった。コウゾの布で作った殻物袋の

丈夫さは，当時のス･フに比ぶべくもなかったの

である。

林業技術No.5381987.1

このコウゾの布を，木頭では「太布」という。
たまかつまゆう

本居宣長は『玉勝間』に，「いにしへ木綿といひ
かじ

し物は，穀の木の皮にて，そを布に織りたりし
へ

事，古はあまねく常の事なりしを，中むかしより

こなたには，紙にのみ造りて，布におることは，

絶えたりとおぼえたりしに，今の世にも，阿波ノ
たふかじ

国に，太布といひて，穀の木の皮を糸にして織れ

る布有，色白くいとつよし」と，古代の木の布が

阿波ノ国（徳島県）に生き続けていたことに驚い

て記している。

木頭村に私が出かけたのは，太布織りが途絶え

ていたのを，村役場が音頭をとって復元が企画さ

れた数年前である。仕事場として那賀川のほとり
しょうしゃ

に淵酒な「創芸館」が建っていた。戦争中に太布

を織ったお年寄りたちが健在であったことがなに

よりで，その伝統を習うのは40代，50代の若い

人たちであった。

ところで，木頭村ではコウゾをカジと呼ぶ。カ

ジはコウゾの古名である。
た

カジ断ちの日，私は一行に加わって山に行っ

た。目ざすカジは山の中腹にある一軒の農家の，

きちんと石積みされた段々畑の周囲に植えてあっ

た。かつてカジは紙の原料として高知方面に高く

売れていったので，そのころ栽培したのが，その



まま掘り起こされずに現在まで残っていたのであ

る。

良い繊維のとれるカジは分枝が少なく，しかも

まつすぐに伸びたものを選ぶのだそうだ。伐った

カジはコシキ(蒸しおけ)の直径に合わせて束にす

る。蒸す場所はどこでもよいのだが，カジの束を

置いたり，蒸し終わったカジの皮を剥ぐ場所が必

要で，そのような広さのあるところを選んで窯を

築く。窯に直径90cmほどのハタソリ（平釜）を

載せ，湯を洲す。このハタソリに束にしたカジの

梢部を上に，根元部を下にして立て，コシキをか

ぶせる。コシキは下部の口径80cm,深さ18nl

の大きなおけで，つり鐘のように太いひもでつ

り上げ，つり下ろす。

カジが十分に蒸せたら，根元のほうから一気に
あく

皮を剥ぐ。剥いだ皮は木灰汁で煮る。こうするこ

とで繊維が柔軟になるのだが，これだけではまだ
もみがら

不十分で，木灰で煮た皮に籾殻をまぶし，手でも

み,両足で踏み,木篭でたたいて外皮を除きやす
くしながら，しかも根元の堅い部分を柔らかくこ

なしていく。これを川に運び，川水の流れで外皮

がとれるまでよく洗い，流れに浸したまま一晩置

く。

カジ断ちは1月の仕事なので，川の流れの中の

作業は手が凍るほどの冷たさだ。

外皮のとれたカジ皮は，このあと野外に広げ，

数日間そのまま放置して凍らせる｡-|-分に凍った

ものほどよい繊維になるので，凍り方が不十分な

場合は熱湯に浸して，もう一度野外で凍らせる。

凍った繊維を乾燥させ，木槌でたたいて柔らかく

して保存する。この繊維を，冬の夜長のひととき
も､と‘･う

に曲暴愈の傍らで糸績みをする。
私に糸績みの方法を教えてくれたのは，榊原ア

サさんという当時90歳になるおばあさんである。

小柄だが，澄んだよく通る声で話してくれた。
●●｡●

「まず皮を細くてぐって（裂いて)，継いでいく
つば

の。糸の先を割って，右手の親指と人差指に唾を
よ

っけて，（その2本を）手前のほうに撚るの。そ

うして，その間につなぐ糸の一方の先を入れて，

3本合わせて向こうに撚るの」
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これは相当に熟練を要する作業である。

コウゾ以外の木の布

コウゾ（カジ）以外の木では，シナノキ，フ

ジ，クズなどがある。しかしこれらはさらしても

コウゾほど白くはならず，織り目も粗である。そ
あらたえ

れで，こちらは「荒枠」と呼ばれ，荒梼・粗将・

荒妙などの字が当てられた。後になってカラムシ

やイラクサで織った粗い布をも「あらたえ」とい

うようになり，広い意味で庶民の粗末な衣料をも

指すようになった。

特にフジから繊細な繊維を得ることはむずかし

く，それだけ織目の密度も粗かったので，あまり

上等の衣服にはならなかった。
あまふじごろも

須摩の海人の塩焼衣の藤衣

間遠にしあればいまだ着なれず（巻3）

「間遠にしあれば」と，フジの布地の糸の密度

が粗いことをいい，2人の間が疎遠であることに

たとえている。

シナノキはシナといい，級とか科の字を当て

る。シナノキをシナと呼ぶ地方は新潟，長野，岐
しなの

阜の各県に広くみられる。長野県の旧国名の信濃

は，シナノキの生い繁る国の意味によるという説

はよく知られる。佐渡の民謡に，

海府のあれたちゃ
●●

シナの肌そですねこくる

というのがあり，日常着にシナノキの繊維が用

いられていたことがわかる。

東北の岩手県ではシナノキをマダという。『遠

野物語』（柳田国男著）に，山にマダを伐りに行

った男が，山中で大男に出会う話がある。秋田地
、●

方ではマダコとかマダッコというが，これもシナ

の木の繊維から織った布をいう。

シナノキは水に浸ると，その皮は薄く薄くなん

枚も剥げる。シナノキは1,000枚剥げるといわれ

ているのはこのことで，その薄い皮を細く割いて

繊維にする。

アイヌのアツシ織

北海道の二風谷（日高郡平取町）では，今でも

アツシを織っている。アツシはアイヌの衣服だっ

た。アツシにする木はシナノキかオヒョウの繊維

林業技術No.5381987,1
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が使われる。アイヌ語でシナノキをニペシニとい

い，オヒョウをアツニという。「二」は<ni>で

アイヌ語では「木」のことである。

オヒョウ＜アツニ＞の繊維で織った衣服，つま

り「アツシ」が代表的なアイヌの衣服として知ら

れるのは，オヒョウの繊維で作った衣服がもっと

もすぐれていたからで，そのため衣服の代名詞と

して使われるようになったからである。

オヒョウやシナノキの樹皮の採取は早春から晩

春にかけての時期で，山々にまだ残雪のあるころ

である。このころは，木はまだ成長を止めている

ので，樹皮下に樹液が多く樹皮は剥ぎやすい。剥

ぐのに適している木は樹齢40年ほどで，直径20

cmくらいに成長したのがよいそうだ。

皮を剥ぐ場合，アイヌは木を伐り倒しはしな

い。また，木が枯死するほど皮を剥いだりしな

い。これは腱耕民族ではないアイヌの知恵であろ

う。木の皮剥ぎは，だから立木のまま行われる。

刊行のご案内

写真･2

ｼﾅﾉｷの繊維で布を

織る（北海逆平取町）

まず幹の根元のほうに刃物で横に切り込みを入

れ，皮をできるだけ長く取れるように上に向かっ

て剥ぐ。この皮を内皮と外皮に剥ぎ分ける。内皮

が織物の材料になるので，内皮を沼や湖に2～3
●●●●●

週間浸けて，繊維内の爽雑物（アクやぬめり）を

除く。さらに川水の流れでもみ洗いを繰り返し，
さお

竿にかけて乾燥する。糸にするには乾燥した内皮

を湿らせながら，指先で細く裂き，結びつなぐか
よげんしばた

綾りつなぐ。織りは原始機である。

おわりに

木の繊維を「布」にするには，始めに書いたよ

うに柔軟性を必要とする。そのために繊維を蒸

し，たたき洗いし，さらす作業が繰り返される。

さらしには貝殻や動物の骨を焼いた粉などの石灰
あく

系のものや，灰汁が使われた。

植物繊維を「布」にするための人間の英知に，

改めて敬意を表するのである。

（たけうちじゅんこ・日本民俗学会会員）

森のきた道一瞬治から昭和へ･日本林政史のドﾗﾏ職雛手束平三郎薯
A5判358頁定価2,500円（〒料300)

明治期から第二次大戦終結直後まで，各局面の展開に強烈な個性をもって没入し，政策の帰趨に深くかか
わった人物像を浮き彫りにして総体的な政策史の流れを明らかにする。彼らは現代へ向かって何を遣したの
か…･･･膨大な資料を駆使して綿密な考証と巧みな語りで好評を博した本誌連載｢物語林政史｣待望の刊行／

発行。（社)日本林業技術協会

林業技術No.5381987．1
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第
紹
回
萌
和
田
年
産
森
林
・
林
業
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品
（
白
黒
写
真
の
部
）
紹
介

▲特選（農林水産大臣賞）「人馬一体」横山広美（北海道天塩郡豊富町・酪農業）

冬山作業スナップ（同町内にて)。ミノルタXD,28ミリ，オート･1/250,トライX

フィルターY2

後
援
林
野
庁

主
催
日
本
林
業
技
術
協
会 ▲一席（林野庁長官賞）「樹陰の森林教室」蟹江信幸（北海道帯広市・公務員）

森林教室で勉強する小学5．6年生（帯広営林署管内園地にて)。ニコンF3,

35～70ミリ,F11．1/125,トライX

林業技術No.5381987.1
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一 一…夕…〃ー”一一

＝垂＆

▲二席（日本林業技術協会賞）「防災林を育てる」佐藤百二（宮城県泉市）

津i怪半島の磯松海岸にて。

コンタックスRTS,デイスタゴン28ミリ,F11．オート，フィルター02,トライX

▲二席（同）「枝打ちする女性群」中村ひとみ（長崎県佐世保市）

佐賀県太良町で女性ばかりで枝打ちを行っている。

ニコンF,35ミリ,F5.6．1/60

林業技術No.5381987.1
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ぐこ席（同）「雪中の巣箱かけ）

宮澤行雄（長野県上伊那郡飯島町・

教員）

飯島町立七久保小学校の児童が毎年巣箱か

けをします。今年は雪のある時でした。

ミノルタXD,ミノルタズーム35～702

リ,F5.6．オート，トライX

P無~啓

▲佳作「森林オーナー」

崎出恒夫（北海道留萌市・公務員）

森林オーナーによる植樹（達布営林署管内
にて）

●ウ

凸
蔑

Ｌ

j
伍

ぐ三席（日本林業技術協会賞）

「山で働く人たち」

高橋真一（秋田市・公務員）
ミノルタX700,MD28ミリ,F8・オー

ト，トライX

』

林業技術No.5381987．1
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q三席（同）「仕事場へ」

下斗米光円（岩手県柴波郡都南

村・印刷業）

刈り払いの作業現場へ向かうところ。

ミノルタX700,MD135ミリ,F

8．1/250

す

〆
可
晶

‐
■
と

▲佳作「新緑のころ」

長吉秀（福岡市南区・会社員）

!（

▲三席（同）「山仕事の一服」

伊藤武（長野市稲里・公務員）
アサヒペンタSP,Sタクマー50ミリ,F8．1/250,ネ
オパンSS,フィルターSKY

▲佳作「湿原の鹿」

田宮佳代子（北海道上川郡清水町・主婦）

林業技術No.5381987.1
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q三席（同）「伐採」

鈴木直子（東京都立川市・会社員）

真っすぐに天を指し伸びている杉の木々

の横に，白き布を巻かれ乱雑に倒れている

木々との対比（京都・北山にて)。

オリンパスOM4,シグマ21～,35ミリ，

F22･オート，トライX

三席（同）「伐採」し

佐藤新一（秋田県横手市）

キヤノンⅡD35ミリ,F8･1/500

トライX

ぐ佳作「冬山の運材」

沢田実（札幌市白石区）聯雲；
申

一

綴
ご

り

〃

■
Ｆ
も
も
瓜
甘

９

『

第34回森林・林業写真コンクールの募集締切は昭和62年
3月末日となっています。ふるってご応募下さい。なお，
募集の要領は前月号(No.537)46ページをご参照下さい。

休業技術No.5381987.1



30

全国広葉樹《試験林｡見本林》の概況

Ⅳ、都道府県(その3）

広葉樹試験林

樹
Ｊ
ｌ
ｊ
一

一
姉
一
筆

種

カツラ

ホオノキ

キノ､ダ

クスノキ

ミズキ

キハダ

ミズキ

ブナ

休業技術No.5381987.1

ケヤキ

ミズキ

ケヤキ単純林造成試験・0．20・

北群馬郡子持村大字中郷，中郷

共有林・昭49.4

ミズキ単純林造成試験・0．18・

安中市大字西上秋Ⅲj安中英験林
・昭50.4

ケヤキの人工植栽による単純林

の造成を行い植栽密度の巡いに

よる育林技術を険討する

ミズキの人工植栽による腿純林

の造成を行い植栽密庇のちがい

による育林技術を校討する

群馬県林業試験場業務報告49年度

q

〔群馬県林業試験場造林鋤

業務報告50，55，58，59，60年度

林業技術者のための特用樹の知職

(日林協58年）

〔〃〕

トチノキ

現況・データ・〔管理機関〕

ホオノキ単i鮴造成試験・0．07

・安中市大字西上秋間安中実験

林・昭51.4

ホオノキの人工林棡蝿による単

純林の造成を行い柿栽機度のち

がいによる育林技術を険肘する

ハンテンポク 広葉樹林造成試験林．0．15・村

上市大字下山田村上爽験展示林

・昭39.11

現地

検討

適応性と林分の背成技術の 生存率は高いが土壌条件の良褥による生長

差が大きい

新潟林試業務報告昭和59年度

〔〃〕

ヤシャプシ

ハンノキ

欧州カワラハンノキ

広葉樹林造成試験林．1．00・村

上市大字下山田村上実験展示林

・昭37.11

植栽後22年を経過したが生育が不良で平均

樹高は2.5m程度である。

新潟林試業務報告昭和56年度

噺潟県林業賦験場造林課〕
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種

アオダモの生育と残存状態は良

ンジュは生育不良

験林・

I村上実

植栽密度のちがいによる加工利

用原木林の育成技術を険討

〔〃〕

が不良広葉樹類械栽試験林．0.68・長

岡市大字栖吉長岡実験展示林・

昭52.11

キ
ラ
ナ

ノ
キ
ツ
プ

チ
ノ
カ
ー

ト
オ
－
デ
ク

ー
ホ
シ
エ
ポ

ラ
ー
モ
ナ
カ
ン

ナ
ラ
ダ
ポ
ヤ
キ
テ
ラ

ズ
ナ
オ
ン
ク
ヤ
ン
ナ

ミ
コ
ア
ケ
イ
ケ
ハ
．

土壌条件が不良なため，全休に生育

新潟林試業務報告昭和58年度

〔〃〕

土壌条件が不良なために全休に生育不良で

改良効果は明らかでない

新潟林試業務報告昭和57年皮

コナラ林改良試験林･1.07・長

岡市大字栖吉長岡実験展示林・
昭52.11

形質良好なコブーラを保残する林

分改良施業を実施し，シイタケ

原木などの中，小経材生産の育

成技術を検討

立木密度のちがいによるきのこ

原木林の育成技術を検討

〔〃〕

天然生林施業改善技術試験林．

0.04･東蒲原郡三川村・昭58.4

ミズナラ

施肥区の生長は良い。雪による幹折れの被

害が発生しているが萌芽によって生育を継

続している

新潟林試業務報告昭和59年度

〔〃〕

寒蕊議鰹繍箪鮎"|鴬よる箒ﾊダ雛の青鯛調
キハダ

蕊鬮等膜本郷"試験緋.｡｡｡|隙鱸鰯燃よ‘・村上市・昭58.4

ウルシ

ノキの生育がケヤキ

ィタヤカエデ

ホオノキ，トチノキ

オニグルミ，プナ

ミズナラ，コナラ

プナ

ケヤキ，

良好

新潟林

新潟林

〔〃〕

なだれ防止林造成試験林．0．30

・北魚沼郡守門村．昭57.,,

シイタケ原木林更新試験地

･0.22･富山県氷見市上寺尾．

昭57.10

なだれ防止林を造成するために

植栽

シイタケ原木林の更新の避礎資

料とする

昭和60年度〔〃〕

コナラ

林業技術No.5381987．1

カツラ

キハダ

広葉樹林造成試験林．0．03．村

上市大字下山田村上実験展示林

･昭55.11

生育特性と林分の育成技術の検

討

カツラの生育は良好

新潟林試業務報告昭和58年度

〔新潟県林業試験場造林課〕

ホオノキ

イヌエンジュ

アオダモ

現況・データ・〔管理機関〕

有用広葉樹の植栽による生育特

性と広葉樹林の育成技術の検討

コナラ

ホオノキ

天然生林施業改蕃技術試験林．

0．17・村上市大字下渡・昭58.4

天然生林施業改善技術試験林。

0．21・岩船郡朝日村・昭58.4

同上

除伐および樹下植栽による加工

利用原木林の育成技術を検討

設定後の経過年数が少ないので区間の生長

差は認められない

新潟林試業務報告昭和60年度

〔〃〕

除伐区に樹高生長の増加が認められる。植

栽木の生長量は少ない

新潟林試業務報告昭和59年度

〔〃〕

なだれ防止林造成試験林．1．00

･岩船郡朝日村

・昭53.11，昭54.11

各樹種の生育特性を把握し，な

だれ防止林造成用としての適正

を検討
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ミズナラ

クリ

カンパ類

カエデ類

リョウブ類

ハンノキ

その他

’
同上

林莱技術No.538198f]

樹誕｜名称･面積(ha)･場所･設定年月
コナラ

コナラ

コナラ・ホオノキ・

キハダ・ブナ・アオ

ダモ

キリ

ケヤキ

コナラ

広葉樹林生産力調査地．0.24.

富山県中新川郡立山町栃津

･昭60.9

種子生産量調査地．0．12．窟山

県中新川郡立山町吉雌・昭58.8

広葉樹の造林試験地．0．13．富

山県中新川郡立山町座主坊

｡昭48.4，昭50

特用樹短期育成試験地．0．1

･富山県氷見市久目・昭49.4

造林試験地．0.25・富山県中新

川郡立山町座主坊・昭60.5

特用原木林の育成技術試験林．

0.04・福井県丹生郡織田町上戸

･昭58.6

目的現況・データ・〔管理機関〕

広葉樹二次林の生産力を把握す

る

コナラ林の更新に資するため種

子生産通を把握する

広葉樹の山地における造林の基

礎盗料を得る

特用樹の山地における短期育成

に資する

ケヤキの造林の基礎資料を得る

シイタケ原木林の枯渇にともな

い，コナラを主体とする天然生

広葉樹林の施業改善を行い，優

良原木林造成の育林的技術およ

び方法を見いだす

コナラを主とする林分

平均胸商直径(10cm以上）17．0cm

蓄職220,3/ha

報告醤なし

〔窟山県林業試験場造林課〕

コナラを主とする林分

平均胸獅直径10．9cm

蓄載l94m3/ha

報告書なし

〔〃〕

平均胸高直径

ｍ
ｍ
Ｃ
ｃ

４
参
《
Ｕ

３
５
キ
ナ

ノオホ
ブ
●
●
ｍ
ｍ
ｃ
ｃ

ｎ
》
《
Ｕ

●
◆

８
３
ラ
ダ
ナ
ハ
コ
キ

アオダモ4．8cm

報告櫓篇山県林試業報9～18

〔〃〕

平均根元径28.3cm

樹筒13.9m

報告番：富山県林試業報10～18

〔〃〕

植栽直後

報告番なし

〔〃〕

試験期間昭58～62年

1）林相改良試験

2）肥培試験

3）萌芽更新試験

林業試験部報告

）実施中
２
３
２
２
■
■

Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｎ }中間報告

〔桶井県総合グリーンーｾンター
林業試験認育林科〕

キハダ

プナ

ケヤキ

サワグルミ

コナラ

特用広葉樹の育成●0．80．山中

湖村旭ケ丘・昭58～60

きのこ原木林肥培試験林

①0.24・北安曇郡蕊麻村ヨコ

ヤマ

②0.24・明科町東川手

③0.24・木曽福島町大洞

･昭58

特用，広葉樹林の育成

植栽本数・各樹種2，000本／

ha,4，Coo本ﾉha,6，Coo本/ha

を植栽し生育調査を戟討する

形質優良なきのこ原木林早期育

成技術の確立のため，肥培効果

を明らかにする

試験林内の手入れ

生育湖査

〔〃〕

長野県林業指導所業務報告昭58～60

〔長野県林業指導割造林部〕

コナラ きのこ原木林萌芽更新試駿

①o､5・下伊那郡天竜村神原

育
技
軸
雷
林
芽
木
萌
原
、
こ
め
の
た
き
の
な
立
良
確
優
術
質
技
形
成

広葉樹高質材生産モデル事業実

験林．8.40・甲府市上帯那町字

奥仙丈県有林甲府事業区第79林

薮に3小瑳・昭60．4

森林・林業に対する社会的要諦

の多様化に伴い，広葉樹材の見

直しがすすみ，その需要が増大

している。これらに対応した森

林資源の計画的整備を図るた

め，現存する有用広葉樹林につ

いて，高品質大径材の生産を目

標とした施業方法確立のための

実験モデル林として設定した

生長促進を目的とした整理伐作業と施業道

の一部笠備が完了し種いる
報告瞥広蕊樹林における地形のちがいと

林分職造田中格・望月健市・消

藤城宏（山梨林技セ）

第37回日林関東支論p．69～72,1986

〔山梨県林業技術センター技術開発部〕



樹種｜名称･面積(ha)･場所･設定年月目的
②0.5・諏訪市湖南術を検討する

．､5・東筑摩郡朝日村舟ケ

沢・昭58

ケヤキ間伐試験林・I.o・明科町東川ケヤキ人工林の間伐体系を碓立

手・昭61予定するための資料を得る

広葉樹見本林

33

現況・データ・〔管理機関〕

〔長野県林業指導所造林課〕

長野県林業指導所業務報告昭58

（58年時点の閉鎖林分現況）

〔〃〕

樹穂｜名称･面積(ha)･嶋所･駿定年月｜目的 現況・データ・〔管理機関〕

コナラ

ケヤキ

ミズキ

シオジ

イヌエンジュ

コナラ

クヌギ

↓

ブナ，コナラ，

カツラ等146諏

キリ，テウチグルミ，

トチノキ，カキ，ア

ンズ，イチョウ，キ

ハダ，その他

シラカンバ

ﾔﾁﾀﾞﾓ

カエデ

他93

キノ､ダ

ウノレシ

コナラモデル林・2．00・勢多郡

宮城村大字柏倉字赤城山2400.

赤城県有林・昭56.4

群馬県は全国有数のしいたけ生

産県で農山村経済振興に重要な

役割を果たしているが原木は50

％を県外に依存しており,100％

自給体制の砿立が急務となっており，林業公社はこれら問題への

対処のため赤城県有林にコナラ人工林を造成する

有用広葉樹モデル林．0.72・北

群馬郡小野上村大字小野子字四

方木3“】の2．昭57.4

落葉広葉樹林．1.70．昭53

特用・薬用樹木展示林．1.07・

北巨摩君阿,淵沢町篠原字篠原

3331・旧県営篠尾苗畑・昭60

特用・薬用樹木展示林．1.07.

北巨摩郡小淵沢町篠原字篠原

3331・旧県営篠尾苗畑・昭60

本県に自生する有用広蕊樹で材

質がすぐれ高級建築内装材や家

具材などの特殊用材やしいたけ

原木として代表的な樹種の資源

硴保と育林技術を確立するため

人工林を造成し，広く一般林家

にモデル林として活用する

郷土に現存する落葉広莱樹種を

築植し，見本林，展示林として

育成管理する

県内の森林に産する特用樹木や

薬用樹木は生活環境の変化に伴

い，需要が増大し，県民の関心

が商まりつつある中で，樹木の

特性を正確に理解し，生産技術の開発を図り，これらの特ﾊ1．薬

用樹木を展示することにより，林家経営の発展を促し，地域林業

’

者の期待にこたえるために設定した

広葉樹見本林・I・CO・山中湖村

旭ケ丘・昭37

〃・1．00・〃

樹木見本園(郷土の森)・0.76・

山梨県中巨摩郡竜王町篠原7o番
の1．昭54

有用広葉樹植栽見本林．0.50・

木曽郡栖川村

〃 ・1．00・

〃

人工林の広葉樹林の育成

(育苗から山出しまでを含む）

適地判定と広葉樹林の育成

県内に自生している樹木を集め

て植栽し，県民に目で見て体で

覚えさせ，樹木の名前を知るこ

とにより，環境緑化の商搦を図

る

データあり

’
鮮馬県林業公社造林課〕

データなし

〔〃〕

l）「二十年のあゆみ」石川県林業試験場

1983.11.(P73～78）

2）「樹木目録」石川県林業試験場樹木公園
1983.

〔石川県林業試験場管理指導科〕

特用・薬用に供される樹木37種2,198本

の植栽が完了した

〔山梨県林業技術センター技術開発部〕

生育調査5年に1度

〔〃・試験研究部〕

’
同上

〔〃〕

生育良好

報告書なし

〔山梨県緑化センター〕

未発表

〔長野県林業指導所経営部〕

|〃 〔〃〕

林業技術No.5381987．1
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り
、
家
族
あ
げ
て
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
昭
和
の
初
め
ご

ろ
ま
で
の
話
で
あ
る
。
と
っ
た
鰻
は
近
く
の
旅
館
や
、
新

宮
市
の
料
理
屋
な
ど
に
売
っ
た
の
だ
。

ま
た
鮎
は
夏
の
間
は
竿
釣
り
だ
が
、
秋
に
な
る
と
上
流

や
な

で
は
浅
瀬
に
杭
を
立
て
竹
垣
を
め
ぐ
ら
せ
た
梁
で
も
っ
て

魚
の
下
る
の
を
止
め
、
網
を
投
げ
て
と
っ
て
い
る
。
い
つ

ぽ
う
流
れ
の
深
い
川
口
近
く
で
は
、
小
船
を
出
し
て
、
竹

の
棒
に
た
く
さ
ん
の
針
を
つ
け
て
鮎
を
引
っ
掛
け
る
。
そ

れ
は
ス
バ
ル
掛
け
と
い
う
漁
法
で
あ
る
。
十
月
、
十
一
月

に
も
な
る
と
ス
バ
ル
掛
け
の
船
が
、
と
き
に
は
百
職
ば
か

り
も
川
に
浮
か
び
、
そ
の
船
の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
、

筏
が
下
る
と
い
う
の
も
秋
の
風
物
詩
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

や
が
て
左
手
に
大
き
な
入
江
と
、
ま
わ
り
の
竹
や
ぶ
の

間
に
家
々
が
散
在
す
る
浅
利
の
里
が
見
え
た
。
そ
こ
は
有

(画・筆者）

あ
ぱ

名
な
浅
利
の
網
場
の
あ
っ
た
所
だ
。

網
場
と
い
う
の
は
流
木
を
収
容
す
る
設
備
で
あ
る
。
大

ど
ぱ
し
よ

水
に
な
る
と
上
流
の
土
場
所
（
集
材
所
）
や
、
ま
た
筏
か

ら
離
れ
た
丸
太
が
流
れ
て
く
る
。
そ
れ
ら
が
海
に
流
出
す

る
の
を
少
し
で
も
食
い
止
め
る
た
め
の
も
の
が
網
場
だ
。

川
が
ゆ
る
や
か
な
入
江
に
な
り
、
丸
太
が
流
れ
込
む
と
、

大
き
く
回
さ
れ
る
よ
う
な
所
の
、
出
口
に
あ
た
る
位
置

に
、
ワ
イ
ヤ
ー
に
丸
太
を
つ
な
い
だ
長
い
網
場
が
張
り
渡

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
川
口
に
近
い
数
カ
所
に
あ
っ
た

が
、
浅
利
の
網
場
は
特
に
大
き
く
て
、
昭
和
二
十
八
年
の

大
水
の
際
に
は
約
三
万
石
の
材
木
を
収
容
し
た
と
い
う
記

録
も
あ
る
。
や
が
て
水
が
引
く
と
、
丸
太
は
再
び
筏
に
組

み
直
し
て
、
新
宮
ま
で
下
し
た
の
だ
。

浅
利
に
は
尾
崎
屋
と
い
う
宿
屋
も
あ
っ
た
。
筏
は
そ
の

と
き
の
水
の
加
減
で
速
度
が
異
な
る
し
、
ま
た
浅
瀬
に
引

っ
掛
け
た
り
、
材
木
を
バ
ラ
す
な
ど
し
て
、
手
間
取
る
こ

と
も
あ
る
。
す
る
と
途
中
の
日
が
暮
れ
た
と
こ
ろ
で
宿
屋

に
泊
ま
っ
た
の
だ
。
宿
は
筏
の
水
路
約
三
十
里
の
間
に
、

ち
ゃ
ん
と
し
た
旅
館
か
ら
民
宿
ま
で
含
め
る
と
、
数
十
軒

に
も
の
ぼ
っ
た
。
な
か
で
も
尾
崎
屋
に
は
美
し
い
娘
が
い

て
、
若
い
筏
師
た
ち
の
胸
を
と
き
め
か
せ
た
も
の
だ
と
、

こ
れ
は
中
森
叡
さ
ん
の
話
で
あ
る
。

川
は
い
よ
い
よ
広
く
、
流
れ
は
深
く
ゆ
る
や
か
に
な
っ

て
く
る
。
す
る
と
今
度
は
右
手
の
大
き
な
曲
が
り
の
鼻
に

お
と
も
わ
た
し

乙
基
の
小
集
落
が
現
れ
る
。
こ
こ
は
か
つ
て
渡
船
の
あ
っ

た
場
所
で
あ
る
。

熊
野
川
の
川
沿
い
に
自
動
車
道
が
全
通
し
た
の
は
、
よ

う
や
く
昭
和
三
十
四
年
の
こ
と
だ
。
そ
れ
以
前
は
大
き
な

プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
で
も
っ
て
推
進
す
る
川
船
が
往
来
し
て

い
た
。
だ
が
そ
の
プ
ロ
ペ
ラ
船
が
就
航
し
た
の
も
大
正
九

年
で
あ
る
。
だ
か
ら
今
筏
を
操
っ
て
い
る
三
人
の
筏
師
た

ち
の
青
年
時
代
は
、
新
宮
か
ら
川
奥
へ
の
帰
り
は
も
っ
ぱ

ら
歩
い
た
の
で
あ
る
。
棹
や
樋
や
綱
な
ど
重
た
い
荷
物
を

担
い
で
、
枠
に
は
家
族
へ
の
土
産
に
魚
な
ど
も
ぶ
ら
下
げ

て
、
新
宮
か
ら
上
っ
て
き
て
ま
ず
渡
る
の
が
乙
基
の
渡
船

で
あ
っ
た
。

ま
も
な
く
遠
く
に
新
宮
の
町
が
見
え
て
き
た
。
こ
の
こ

ろ
に
な
る
と
誰
か
が
一
升
瓶
を
持
ち
出
し
て
、
流
れ
る
筏

の
上
で
酒
盛
り
が
始
三
つ
た
。
私
も
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま

に
コ
ッ
プ
酒
を
飲
む
の
で
あ
る
。
や
が
て
酔
っ
た
人
々
に

す
す
め
ら
れ
て
、
中
森
叡
さ
ん
は
擢
を
使
い
な
が
ら
、
渋

お
う
り
よ
く
二
う
ぷ
し

味
の
利
い
た
声
で
「
鴨
緑
江
節
」
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

へ
朝
鮮
と
支
那
の
境
の
あ
の
鴨
緑
江
（
ヨ
イ
シ
ョ
コ
ラ

シ
ョ
）
、
流
す
筏
は
あ
ら
よ
け
れ
ど
も
（
ヨ
イ
シ
ョ
）
、

雪
や
水
に
閉
さ
れ
て
よ
、
明
日
も
ま
た
安
東
県
に
ゃ
着

き
か
ね
る
（
チ
ヨ
イ
チ
ョ
イ
ョ
イ
ナ
、
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
）

昭
和
の
戦
前
に
、
鴨
緑
江
へ
は
熊
野
川
の
筏
師
た
ち
が

夏
の
間
大
勢
で
出
稼
い
だ
と
い
う
。
中
森
さ
ん
の
父
親
も

そ
の
一
人
で
、
だ
か
ら
「
鴨
緑
江
節
」
は
筏
師
た
ち
に
と

っ
て
懐
し
く
親
し
い
歌
な
の
で
あ
る
。

午
後
一
時
、
筏
は
新
宮
大
橋
の
下
の
川
原
に
無
事
到
着

し
た
。
そ
こ
は
か
つ
て
川
原
町
の
あ
っ
た
所
で
あ
る
。
つ

ま
り
川
原
の
砂
利
の
上
に
組
立
式
の
小
さ
な
家
が
並
ん

で
、
飲
食
店
や
宿
屋
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
い
を
し
て

い
た
と
い
う
。
現
在
は
雑
草
の
茂
っ
た
た
だ
の
川
原
だ
。

新
宮
大
橋
で
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
車
が
通
っ
て
い
る
。

そ
の
橋
の
た
も
と
に
建
設
省
が
立
て
た
看
板
は
．
級
河

川
・
し
ん
ぐ
う
川
」
で
あ
っ
た
。

ー
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な
い
か
方
戸
さ

ま
た
し
ば
ら
く
下
っ
て
、
こ
こ
は
七
日
巻
だ
、
と
鳥
居

さ
ん
が
い
わ
れ
た
。

そ
れ
は
流
れ
の
緩
か
な
淵
で
あ
る
。
だ
が
い
っ
た
ん
大

水
の
場
合
は
、
大
き
な
渦
巻
き
と
な
り
、
引
き
込
ま
れ
た

筏
は
も
み
く
ち
や
に
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
裏
返
し
に

ふ
じ
づ
る

な
っ
た
り
、
組
ん
で
い
る
藤
蔓
が
切
れ
て
材
木
が
バ
ラ
バ

ラ
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
渦
巻
き
か
ら
早
く
出
よ

一
》

う
と
し
て
、
流
れ
に
向
か
っ
て
必
死
に
糊
が
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

ざ

台
風
な
ど
に
よ
る
大
水
こ
そ
は
、
筏
師
は
も
ち
ろ
ん
木

ぬ
し主
（
材
木
の
持
主
）
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
恐
る
べ
き
難

敵
で
あ
っ
た
。
し
か
も
熊
野
川
は
奥
地
に
大
峰
山
脈
と
大

台
ケ
原
と
い
う
わ
が
国
で
も
も
っ
と
も
雨
蹴
の
多
い
地
帯

を
ひ
か
え
て
い
る
。
だ
か
ら
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
出
材

を
手
控
え
て
筏
も
少
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
取
引
の

関
係
で
全
面
的
に
休
ん
で
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

多
少
の
流
失
は
覚
悟
の
う
え
で
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

〃

も
あ
っ
た
。

特
に
困
っ
た
の
は
、
材
木
を
筏
に
仕
立
て
た
後
に
天
候

が
急
変
し
て
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
場

合
は
水
が
増
し
て
く
る
の
と
競
う
よ
う
に
乗
り
下
る
の
で

山
峡
の
譜

熊
野
川
ｌ
筏
下
り
の
話
、

あ
る
。
流
れ
も
急
だ
か
ら
、
ふ
だ
ん
は
一
日
が
か
り
の
と

こ
ろ
を
、
飛
ぶ
よ
う
な
勢
い
で
二
、
三
時
間
で
下
っ
た
と

い
う
。
も
ち
ろ
ん
危
険
な
こ
と
こ
の
上
な
い
か
ら
、
三
人

あ
る
い
は
五
人
も
乗
り
組
ん
で
、
死
に
も
の
ぐ
る
い
で
幟

か
い

や
椎
を
操
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
他
人
が
尻
込

み
す
る
よ
う
な
濁
流
を
乗
り
切
る
度
胸
と
技
は
、
筏
師
の

中
で
も
限
ら
れ
た
男
の
誉
れ
と
さ
れ
た
。

つ
り
が
ね

七
日
巻
の
下
は
釣
鐘
と
い
っ
て
、
絶
壁
の
中
腹
に
あ
た

か
も
鐘
の
形
の
岩
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。
「
釣
鐘
に
ゃ
、

よ
う
シ
チ
バ
チ
（
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
）
が
巣
を
し
と
っ
た

も
ん
じ
ゃ
」
と
鳥
居
さ
ん
の
こ
と
ば
ど
お
り
、
今
も
土
色

の
丸
い
大
き
な
巣
が
見
え
た
。
シ
チ
パ
チ
は
雨
が
か
か
ら

ず
、
ま
た
敵
に
襲
わ
れ
な
い
高
い
岩
蔭
な
ど
を
好
む
の
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
特
徴
の
あ
る
川
の
風
物
の
す
べ
て
に
、

い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
、
私
は
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
そ
れ
は
筏
師
や
船
師
に

と
っ
て
、
労
働
の
必
要
上
か
ら
生
じ
た
も
の
だ
。
あ
た
か

も
電
車
や
バ
ス
の
運
転
手
が
駅
名
や
窓
か
ら
見
え
る
景
観

を
確
か
め
な
が
ら
ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
た
の
と
同
じ
で
あ

る
。
そ
の
名
称
は
ま
た
幾
百
年
に
わ
た
っ
て
伝
え
ら
れ
た

も
の
で
も
あ
っ
た
。 宇

江
敏
勝

流
れ
は
し
だ
い
に
緩
や
か
に
、
ま
た
深
く
な
っ
て
く
る
。

筏
の
操
作
は
、
急
流
だ
と
棹
ば
か
り
だ
が
、
届
か
な
い

よ
う
な
淵
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
擢
で
漕
ぐ
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
筏
の
樋
と
い
う
の
は
、
船
と
は
違
っ
て
固
定
す
る
台

が
な
く
て
、
た
だ
丸
太
の
側
に
ほ
と
ん
ど
垂
直
に
く
っ
つ

け
て
使
う
。
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
と
い
う
掛
け
声
と
と

も
に
漕
い
で
い
る
。
私
も
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
す
ぐ

に
丸
太
か
ら
離
れ
て
力
が
入
ら
な
い
。
一
人
前
に
な
る
に

は
八
棹
三
年
、
槻
八
年
Ｖ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
年
季
の
か

か
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

し
か
し
筏
は
擢
よ
り
は
や
は
り
棹
の
ほ
う
が
よ
く
進
む

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
な
る
べ
く
岸
に
近
い
浅
瀬
に
寄
せ
て

棹
を
差
す
。
川
底
に
棹
を
突
き
立
て
る
と
、
ぐ
っ
と
腰
を

沈
め
て
、
力
い
っ
ぱ
い
筏
を
押
す
の
だ
。

た
だ
川
下
に
向
か
っ
て
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
筏
全
体

の
姿
勢
に
も
絶
え
ず
気
を
配
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
流
れ
の

加
減
で
筏
の
尻
が
右
に
左
に
倒
れ
る
の
を
、
ま
つ
す
ぐ
に

直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
尻
が
右
に
倒
れ
る
と
、
先
床
も
右

に
返
す
、
と
い
う
原
則
だ
け
は
私
に
も
わ
か
っ
た
。

遠
く
の
川
原
を
一
人
の
男
が
鰻
を
持
っ
て
歩
い
て
い

た
。
肩
に
担
い
で
い
る
の
だ
が
、
し
っ
ぽ
が
地
面
に
届
く

ほ
ど
の
大
き
さ
だ
。
「
釣
っ
た
ん
か
ぁ
」
と
筏
か
ら
ど
な

る
よ
う
に
尋
ね
る
と
、
「
死
ん
で
浮
い
と
っ
た
ん
や
よ
う
」

と
言
う
。

鮎
と
と
も
に
鰻
も
熊
野
川
で
は
豊
富
で
、
か
つ
て
は
シ

ー
ズ
ン
の
空
い
た
川
漁
で
生
計
を
営
む
者
も
い
た
。
特
に

鰻
釣
り
を
得
意
と
し
た
の
は
サ
ン
カ
と
呼
ば
れ
た
漂
移
の

人
々
で
、
五
月
ご
ろ
に
な
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
訪

れ
て
、
川
岸
に
継
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
布
の
テ
ン
ト
を
張
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牽牛院のシンパク ブロニカ6×6．ニッコール50ミリ。トライX

〔宝生院のシンパク〕

所在香川県小豆郡土庄町。宝生院境内
交通岡山港または高松港よりフェリーにて土庄港へ
大きさ根元周囲16.6m・樹高1.5m･樹齢1500年｡国

指定特別記念物

〔太宰府神社のクス〕

所在福岡県筑紫郡太宰府町太宰府，天満宮境内
交通西鉄太宰府駅より数分
大きさ目通周囲14m・樹高28m・樹齢不詳

砥
う
し
ょ
う
い
ん

沁
宝
生
院
の
シ
ン
パ
ク
ー
翼
を
持
つ
神
亀
し
主
う
ど
し
室

瀬
戸
内
海
に
浮
か
蕊
周
囲
約
一
五
○
キ
ロ
の
小
豆
島
を

認
識
し
た
の
は
、
木
下
恵
介
監
督
の
映
画
「
二
十
四
の

瞳
」
以
来
で
あ
る
。

昭
和
三
十
三
年
、
秋
田
営
林
局
か
ら
林
野
庁
に
転
勤
し
、

日
本
一
の
シ
ン
パ
ク
（
ピ
ャ
ク
シ
ン
・
イ
ブ
キ
と
も
い

う
）
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
同
四
十
年
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ

と
の
し
よ
う

う
か
、
四
国
か
ら
の
帰
り
道
小
豆
島
の
土
庄
の
宝
生
院

を
訪
ね
た
。
港
で
タ
ク
シ
ー
を
拾
う
と
宝
生
院
は
す
ぐ
わ

か
っ
た
。
小
豆
島
は
八
十
八
カ
所
の
巡
拝
霊
場
が
あ
り
、

真
言
宗
宝
生
院
は
、
第
五
十
四
番
の
札
所
で
あ
り
、
境
内

に
は
日
本
一
の
シ
ン
パ
ク
が
あ
る
の
だ
か
ら
運
転
手
も
当

然
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
樹
冠
は
遠
目
に
も
そ
れ
と

わ
か
る
よ
う
に
、
境
内
を
覆
っ
て
い
た
。

赤
味
が
か
っ
た
茶
褐
色
の
荒
々
し
い
肌
に
は
、
白
い
斑

点
が
ち
り
ば
め
、
コ
ケ
が
青
々
と
育
っ
て
い
た
。
巨
大
な

翼
を
得
た
カ
メ
が
、
ま
さ
に
天
高
く
飛
翔
し
よ
う
と
し
て

い
る
様
は
、
ま
さ
に
伝
説
に
で
て
く
る
「
神
亀
」
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
壮
絶
な
姿
に
も
似
た
樹
形

を
発
見
し
た
の
は
三
度
目
の
折
で
あ
っ
た
。
「
心
こ
こ
に

あ
ら
ざ
れ
ば
：
．
…
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
の
視
野

を
発
見
し
た
と
き
は
喜
び
と
と
も
に
、
ど
う
し
て
今
ま
で

気
が
つ
か
な
か
っ
た
か
と
後
海
の
念
が
わ
い
た
。

新
し
い
角
度
を
発
見
し
て
興
奮
し
な
が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
っ
て
い
る
と
、

「
写
真
屋
さ
ん
、
俺
た
ち
を
搬
っ
て
く
れ
よ
」
と
二
人

の
お
遍
路
さ
ん
が
、
神
亀
の
前
に
座
り
込
ん
だ
。

後
日
、
こ
の
お
遍
路
さ
ん
か
ら
丁
重
な
写
真
の
礼
状
が

届
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
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私
の
古
樹
巡
礼

太
宰
府
神
社
の
ク
ズ

ニ
コ
ン
Ｓ
ｃ
ニ
ッ
コ
ー
ル
ニ
十
八
ミ
リ
。
プ
ラ
ス
Ｘ

写
其
・
文

八
木
下

弘

弱
太
宰
府
神
社
の
ク
ス
ー
学
問
の
神
の
森

東
風
吹
か
ば
に
ほ
い
お
こ
せ
よ
梅
の
花

あ
る
じ
な
し
と
て
春
な
忘
れ
そ

学
問
の
神
様
、
書
道
の
神
様
と
し
て
世
に
名
高
い
菅
原

道
真
を
祭
っ
て
い
る
太
宰
府
天
満
宮
の
境
内
は
、
ク
ス
の

巨
木
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
ク
ス
の
森
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

朱
塗
り
の
お
宮
、
池
に
か
か
っ
た
橘
が
濃
い
緑
と
美
し

い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
成
し
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
の
春
、
ク
ス
ノ
キ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

福
岡
の
人
の
誘
い
で
妻
と
再
び
太
宰
府
の
森
を
訪
ね
た
。

学
問
の
神
の
お
宮
様
だ
け
あ
っ
て
、
小
雨
の
境
内
に
は
、

若
い
学
生
た
ち
の
さ
ん
ざ
め
き
が
森
い
つ
ぱ
い
に
こ
だ
ま

し
て
い
た
。
受
験
期
に
は
、
願
を
か
け
る
生
徒
や
親
た
ち

で
境
内
は
埋
も
れ
る
と
い
う
。

よ
く
「
困
っ
た
と
き
の
神
頼
み
」
と
日
本
人
は
い
わ
れ

る
が
、
東
京
の
湯
島
天
神
や
全
国
に
あ
る
約
一
万
五
○
○

○
の
天
満
宮
は
こ
の
太
宰
府
と
全
く
同
じ
状
態
に
な
る
と

聞
い
た
。

こ
の
森
の
中
に
国
指
定
の
天
然
記
念
樹
は
二
株
あ
り
、

一
株
は
水
殿
の
裏
、
写
真
の
ク
ス
ノ
キ
は
社
務
所
の
南
側

の
も
の
で
あ
る
。
記
録
に
よ
れ
ば
昭
和
三
十
三
年
、
樹
幹

の
空
洞
に
火
が
入
り
内
部
が
焼
け
た
が
、
消
火
後
の
措
置

が
よ
か
っ
た
の
で
樹
勢
が
回
復
し
た
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
本
樹
の
近
く
に
、
国
指
定
の
天
然
記
念
樹
「
ヒ
ロ

ハ
チ
シ
ャ
ノ
キ
」
が
あ
る
。
過
去
の
落
雷
で
南
側
は
欠
損

し
て
い
る
が
樹
勢
は
ま
だ
衰
え
て
い
な
い
。
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製造工程

欄間

個
一
駄
目
腫
川
と

孔
型

識
Ⅲ

蝋
仕
上
げ
一

蝉
荒
仕
一
上
げ
一

「
鏑
ｌ
州
ｌ
剛
当

一
木
取
り
一

一
乾
燥
一

詞
１
１
利
一目

原

可言

獅子頭

顕
一
耳
．
角
取
り
付
け
一

一
塗
り
一

一
膳
‐
き
一Ｔ

「
副
停
畦
Ｉ

ｒ
ｌ
ｌ
６

－
小
鯛
州
川
二

一
荒
彫
Ｍ
」

荒
剰
劉
川
当

厘
取
り
一

忍
耐
世斗

一
乾
燥
一

（
原
味
）

耳・角はr小彫り」とr塗り」を除き

頭と同じ工程ぞ、頭とは別に作る

特
色
棚
間
は
、
図
柄
に
古
く
か
ら
狩
野
派
の
障
壁

画
、
四
条
派
、
丸
山
派
な
ど
の
自
然
の
風
物
を
取
り

入
れ
た
雄
大
で
華
麗
な
装
飾
を
有
し
て
い
る
。

特
に
「
覆
輪
こ
ぼ
し
」
と
い
っ
て
、
欄
間
の
彫
刻

部
分
が
一
部
枠
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
よ
う
に
作
る

こ
と
に
よ
り
、
実
際
の
厚
み
以
上
に
見
せ
る
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
た
り
、
厚
さ
が
四
十
五
ミ
リ
以
上
も
あ

る
板
に
、
透
し
深
彫
り
を
し
た
も
の
な
ど
が
、
井
波

彫
刻
の
特
色
で
あ
る
。

沿
革
井
波
彫
刻
の
歴
史
は
、
北
陸
の
真
宗
王
国
で

重
要
な
位
置
を
占
め
る
瑞
泉
寺
と
深
い
か
か
わ
り
が

あ
る
。
瑞
泉
寺
は
京
都
東
本
願
寺
の
井
波
別
院
で
あ

る
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
幾
度
も
火
災
に
よ
り
焼
失

し
た
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
再
建
し
た
と
き
、

本
堂
鱒
狭
間
の
欄
間
彫
刻
の
た
め
、
京
都
東
本
願
寺

の
御
用
彫
刻
師
で
あ
る
前
川
三
四
郎
、
清
水
安
之

丞
、
丸
山
清
之
進
ら
を
招
い
た
が
、
地
元
の
大
工
番

匠
屋
の
九
代
田
村
七
左
術
門
ほ
か
四
人
が
、
前
川
三

四
郎
か
ら
本
格
的
な
彫
刻
の
技
法
を
習
い
、
彫
刻
師

と
し
て
も
立
派
な
腕
を
身
に
着
け
た
の
が
、
井
波
彫

刻
の
基
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
七

左
衛
門
の
弟
子
た
ち
は
互
い
に
技
を
競
い
な
が
ら
技

法
を
守
り
伝
え
た
。
な
お
、
仏
教
王
国
の
こ
の
地
方

で
は
、
神
社
仏
閣
を
中
心
に
、
寺
社
彫
刻
が
宗
教
芸

術
と
し
て
も
厚
い
保
謹
を
受
け
て
重
用
さ
れ
た
が
、

こ
れ
が
井
波
彫
刻
を
発
展
さ
せ
た
一
因
と
も
い
え

る
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
に
つ
れ
て
、
住
宅
の
欄

間
、
置
物
、
衝
立
な
ど
一
般
住
宅
の
室
内
彫
刻
も
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

原
材
料
柵
間
は
ク
ス
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
で
、
板
材
の

厚
さ
は
四
十
五
ミ
リ
以
上
。
置
物
は
ク
ス
ノ
キ
、
ケ

ヤ
キ
、
キ
リ
。

製
造
技
術
原
木
は
製
材
後
、
狂
い
や
割
れ
を
防
ぐ

た
め
に
、
六
’
十
二
カ
月
自
然
乾
燥
す
る
。
欄
間

は
、
図
柄
の
外
線
に
沿
っ
て
糸
鋸
機
で
不
用
部
分
を

切
り
除
き
、
荒
彫
り
ノ
ミ
や
玄
能
で
荒
彫
り
を
し
た

あ
と
小
彫
り
を
行
う
。
彫
り
は
、
み
こ
み
取
り
（
彫

り
物
の
裏
側
か
ら
ノ
ミ
で
削
っ
て
厚
さ
を
整
え
る
）

を
し
、
両
面
か
ら
透
し
深
彫
り
を
す
る
。
仕
上
げ
に

し
し
あ
い

は
彫
刻
刀
を
用
い
、
線
彫
り
、
浮
彫
り
、
肉
合
彫
り

に
よ
り
細
か
い
部
分
ま
で
彫
る
が
、
刀
の
タ
ッ
チ
だ

け
で
完
成
さ
せ
る
。
獅
子
頭
は
、
上
あ
ご
と
下
あ
ご

を
一
体
と
し
て
彫
り
込
み
、
小
彫
り
の
段
階
で
切
り

離
す
。
天
神
様
は
、
頭
と
胴
を
別
々
に
彫
り
込
み
、

仕
上
げ
彫
り
の
の
ち
一
体
に
す
る
。
両
者
と
も
仕
上

げ
の
彫
り
方
は
、
飾
皮
を
剥
ぐ
よ
う
に
彫
る
「
ち
り

め
ん
彫
り
」
に
よ
る
。

生
産
地
東
砺
波
郡
井
波
町
、
城
端
町
、
庄
川
町
、

禰
野
町
、
西
砺
波
郡
福
光
町
、
砺
波
町

生
産
規
模
○
企
業
数
一
八
四

○
従
事
者
数
三
七
二
人

○
年
生
産
額
一
七
億
二
六
○
○
万
円

（
内
伝
産
品
一
○
億
八
八
○
○
万
円
）

組
合
○
井
波
彫
刻
協
同
組
合
〔
〒
九
三
二
’
○

二
束
砺
波
郡
井
波
町
井
波
七
○
○
ｌ
三

井
波
彫
刻
伝
統
産
業
会
館
内
電
話
（
○

七
六
三
）
八
二
’
五
一
五
八
〕
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金
川
伝
統
的
工
談
伽
セ
ン
タ
！
主
任
机
談
員

佐
原
雄
次
郎

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

》
恥
瀧
瀧

錘
胤阜

刻井波彫10●

木
材
の
基
本
的
な
加
工
作
業
と
し
て
も
っ
と
も
多

く
用
い
る
の
は
、
切
る
、
割
る
、
削
る
、
彫
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
彫
る
と
い
う
作
業
を

用
い
た
も
の
に
木
彫
品
が
あ
る
。

木
材
に
像
や
文
様
を
彫
刻
す
る
技
術
は
、
わ
が
国

で
は
、
百
済
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
仏
像
か
ら
発
達
し

た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
安
時
代
の
初

期
か
ら
木
像
彫
刻
が
一
般
化
し
、
室
町
、
桃
山
、
江

戸
と
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
、
仏
像
か
ら
能

面
、
建
築
彫
刻
、
根
付
け
な
ど
と
範
囲
を
広
げ
、
細

工
師
と
い
わ
れ
る
も
の
が
出
現
し
た
。
古
代
か
ら
永

年
に
わ
た
っ
て
仏
具
、
仏
像
、
建
築
彫
刻
、
棚
間
彫

刻
な
ど
が
作
ら
れ
、
生
活
の
中
に
木
材
の
占
め
る
割

合
は
大
き
か
っ
た
が
、
現
在
の
生
活
用
具
の
多
く

は
、
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
あ
る
い
は
そ
の
複
合
材

料
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
木
材
の
占
め
る
割
合
は
大

幅
に
少
な
く
な
っ
た
。
木
彫
は
、
現
在
で
は
芸
術
作

品
が
主
で
、
一
部
の
宗
教
関
係
の
も
の
（
仏
具
、
仏

像
な
ど
の
新
造
、
修
理
）
を
除
い
て
は
、
欄
間
や
置

物
、
漆
器
素
地
に
見
ら
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
そ
の

欄
間
彫
刻
で
は
、
大
阪
欄
間
と
と
も
に
富
山
県
井
波

町
一
帯
の
井
波
彫
刻
が
、
大
き
な
産
地
を
形
成
し
て

い
る
。

種
類
欄
間
に
は
住
宅
用
欄
間
、
書
院
用
欄
間
が
あ

り
、
置
物
に
は
獅
子
頭
（
木
地
仕
上
げ
、
朱
塗
金
箔

押
し
、
総
金
箔
押
し
な
ど
）
、
天
神
様
、
高
砂
、
だ

つ
い
た
て

る
ま
、
動
物
な
ど
、
そ
の
ほ
か
額
物
、
衝
立
が
あ

ブ
（
》
０

5381987.1林業技術NC



40

があり，自民党の中でも意見が分か

れたことから，自民党税制調査会

は，税創設の見送りとその代替措置

として次の措置を決定し，税制改正

大綱に盛り込んだ。

①62年度公共事業予算の配分に

あたり，治山・治水事業に重点的に

配感する。

②公共事業「災害関連」予算の中

に「治山・治水緊急事業」の枠を新

たに設定し，62年度約50億円を計

_上する。

③状況の推移等に応じ，機動的・

弾力的な財政運営等が行われる場合

には，これらの事業のいっそうの推

進を図る。

④森林・河川の整備等を推進する

た妙，利水者等から拠出を求め，基

金を創設することとし，腱林水産省

・建設省においてできるかぎり早急

にその具体化を図る。

農材籠

森林・河川緊急整備税

森林が水供給の安定確保等国民生

活_1二果たしている役割は，きわめて

大きく，経済社会の発展に伴い，森

林に対する期待はますます高まって
いる。

しかしながら，近年の財政事情の

下でその盤備が立ち遅れ，緊急に森

林盤伽を行わなければ，その機能が

失われ，将来の水供給に禍根を残す

ことが懸念される段階に至ってお

り，森林整術のための財源を碓保す

ることが緊急の課題となっている。

そこで，昨年度の経緯を踏まえ水年

度は，林野庁は建設省の特別財源捨

置と一本化し，森林・河川緊急整備

税の創股を9月30日付けで関係各

省に要求した。

森林・河川緊急整備税は，河川か

ら取水される水道用水，工業用水，

水力発蹴用水等の使用者に，使用水

量に応じて課税する仕紺みであり，

税収は，燕林・河川の整備や地方自

治体への配分額を合わせ，初年度

585億円（平年度1,170億円）を見

込んでいるものである。

このような税の提案に対し創設に

向けて強い期待があったものの，産

業界，水道関係者等から激しい反対

’

I

全国45部府県に及んでいるが，地

方別に最近の被害の傾1句をみると，

近畿，中圃，四国，九州など古くか

ら被害のみられた地方では全般的に

減少傾向にある。特に54,55年度の

平均では10万1n3を超える被害が6

県でみられたが（単年度の最高値は

53年度茨城の74万11F)，59，60年

度の平均で10万IIfを超えたのは島

根1県となっている。一方，被害の

の一一

欝膨諏鋸麗鍔？

東北地方等で増大

する松くい虫被害
松くい虫被害は,20年代に123万

'''3(23年度）と一時的に急増したも

のの，その後は30万～50万nl3で推

移してきた。しかし，燃料革命等に

よるマツ材の薪炭利用の減少や林業

経営の悪化に伴う防除意欲の低下な

ど社会的，経済的情勢の変化もあ

り，40年代後半以降急速に被害は増

大し,54年度には243万msと過去最

大を記録した。その後被害は減少傾

向を示し,60年度の被害量はほぼ前

年度，前々 年庇並みの126万ml3とな

った。ここ3年間，総被害量として

はピーク時の半分程度で推移してい

るが，被害発生地域は外延的に拡大

しており，また，新たな被害発生地

域では年々 被害量が増大している。

現在，被害は北海道，青森を除く

松
く
い
虫
被
害
量
の
五
年
前
と
の
対
比

(54,55年度の平均）

‘必？
■
篝
一
一
国
ロ

I0万''13/年以上

2～10万mﾕ/年

0.5～2万m!/年

0.5万m'/年以下

被害なし

の平均）
ー

毒'

’

’
詞

I

林業技術No.5381987.1



4］

ＩＩＩＩｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｉｌｌｌｌｌｌＩ－Ｉ１１－１１１ＩＩｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ岬
一
１１川
一
Ⅲ
一
ＩⅡ
’
１Ⅱ
一
艸
一

州
－
１１
－
１Ⅲ
↑
川
一

“
■
■
■
隼

州
一
Ｉ

－

ｉｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ
▲
■
■
、
↑

凸
日
■
Ｕ
■

二

■

■

句

一

一

■

■

■Ⅱ
壷
Ⅷ
一
川
一
ｌｌｌｌｌｌｌ

ｇ

口

一

一

一

一

一

Ｍ
一
和
二
二
一
二
二
『
二
二
二
二
一
二
一
二
一
一
一
一
一
二
一
二
一
二
一
二
】
二
二
一
室
二
一
毒
二
一
二
二
壹
二
｛
二
二
二
二
弓
三
雪
雲
二
二
二
二
二
二
一
『
二
二
二
二
二
二
一
一
二
一
二
二
二
二
『
’
三
二
二
男
二
『
二
二
二
一
二
臣
巨
二
二
一
二
二
二
二
二
二
二
二
】
二
二
一
再
三
呂
二
二
二
三
冨
畠
二
二
罠
二
二
二
二
国
二
二
二
二
二

なお，税制上の損金算入措置を

識ずる。

税の創設は見送りとされたもの

の，治山・治水事業への予算の顛

点配慮，災害対策の制度的充実等

現下の厳しい財･政事情の下では，

ぎりぎりともいえる措置が講じら

れたことにより，森林・河川の整

備がいっそう推進されるものと考

えられる。また，全国の市町村の

7割に当たる2,100の市町村から

制度創設に対する要請書が提出さ

れるなど，森林の整備の重要性が

国民の間に深く浸透したことは，

林野行政にとって最上の成果とも

いうべきものであり，特筆される

点である。

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
［
一
一
草
一
｝
一
頁
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

厳しい立地環境にある部水源林。多大な努力がはらわれ，
ダム機能の維持に大きく貢献している

ヨ

東京都水源林冒赫政拾遣抄
ヨ
ー『

言だいぶ前から小・中学校の社会科変更の要点は，①水源かん謎機能
三

昌の先生方と，“林業問題をどのようを高める，②小河内ダムに土砂の流
ヨ

ヨに生徒に教えるのが効果的か”につ入を防ぐ，③国立公園内での自然環

冒'いての研究会をもっている｡その先境の保全に努める,④林木収益は副
冒

冒生方といっしょに，過日，東京都の次的な位悩にとどめる，の4つの点
＝

皇水源林を訪れた。水源林の大きい効であった｡河川流量の平均化,流水
冒果をどのように生徒に伝えるか，その浄化,土砂の流出防伽という都民
＝

皇の知見を得るための見学であった。の水を守る目的を第一義とし,林木

冒都の水源林は,東京都と山梨県に収入を上げる従来の方針は第二義的
=またがり21,60011aある。うち28%に位臘づけたのである。第7次まで
＝

三が人工林である。明治43年に水源の経営方針とはいわば逆の方針が打
三

三林事務所が開設された後，まず最もち出されたことが特徴である。
＝

三荒廃の著しい奥地,高海抜地帯の今後は天然林は保謹地として管理
＝

=5,0001'aの所に積極的に植林を進めし，かつて積極的に行った人工林も
冒た°この地区は花崗岩の風化ﾏｻ地高海抜,奥地などの条件の悪い所は
＝

冒帯で，山崩れの著しい無立木地であ除・間伐を行うのみで植栽は行わ
＝

言った。ここにカラマツ，ヒノキ等をず,広葉樹の導入を図って針広混交
三植えた。それを主体に現在は6,000の複屑林に仕立てる。こうした施業
＝

=1'a余の植林が終わっている。この人方針が採用されている。
冒工林からの収益を基に水源林の経営現在,1.8,Etの小河内ダムの堆
三

言を図ろうとしたのが，その後の水源砂率は1‘4影弱という。ダムが造ら
＝

冒林管理・経営の方針であったが，これた昭和32年以降30年間でこれだ
＝

言の方針は，昭和61年度にたてられけの数値にすぎない。今後はよりい
二

三た第8次水源林経営計画（計画期間っそう土砂の流入を防いで水を守る
三

三は昭和61～70年度）でがらりと変うとする。この方針の成果に注目し
三

曼更された。たい。（筒井辿夫）
＝呂
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発生が比較的新しい東北，北陸，東

山（山梨，長野）等では絶対戯は少

ないものの拡大傾向にある。また，

東北など寒冷地城では，年を越して

枯れる「年越枯れ」や樹体の一部だ

けが枯れる「部分枯れ」など被害の

態様が従来と異なる事例がみられ

る。

今後は，未被害地域に接するフロ

ンティア部分や公益的機能の高度発

揮を求められているマツ林への集中

的かつ総合的な防除の実施により，

被害区域の拡大を防ぎ，重要なマツ

林を重点的に守る一方，必ずしもマ

ツ林として保全しなくても森林とし

ての磯能を確保できるものについて

は樹種転換を進めるなど，地域の被

害実態や当該マツ林への社会的要請

の強さ等に応じたきめ細かい対策が

ますます重要になるものと考えられ

る。

｜ウ I
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律は多く，かつ難解である。さらに

いうなら，発生する聯例は具体的か

つ現実的なものであり，一般的な法

律書では，解決法はおろか，糸口す

ら見いだせないことは明らかであ

る。具体的事例に雄づいた解決法が

述べられている関係普:はありがた

い｡

本書は，雑誌『現代林業』に19年

間にわたって連戦されてきている法

律相談室を編集されたもので，前回

の普及双書『続林地林木法律入門』

に比べてわかりやすくなっている。

重要なこと，要点が見出しになって

いて，理解しやすい。

第一章は，土地所有のもめごとと

登記ということで10事例あり，そ

の中で，立木を売却した後の伐根

は，売主のものか否かという事例

は，契約の大切さを考えさせられる

ものである。

第二章は，隣あう土地のもめごと

森林経営にかかわる法律関係の相

淡を持ちかけられたことは，私が頼

りないと思われていたこともあって

か，幸いにも今日までなかった。し

かしながら林業を取り巻く環境は厳

しくなっている。都市近郊の林地

は，今や投資の対象となり，住宅あ

るいは工場予定地と化しつつあり，

林地境界，あるいは共有林等いわゆ

る権利関係の確定が従来に比べてシ

ビアになってきている。また，今日

の林業界の大きな課題となっている

相続税があり，これにまつわる現実

的問題（いわば税務署対策が多い

が）が多くなってきている。地域社

会の変化が山林そのものに対して

も，現代的契約関係，いわば法律の

かかわる機会を多くしてきているよ

うである。

遅まきながら森林経営にかかわる

法律関係を勉強していく必要がある

と思う。しかしながら，関係する法
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ボーイスカウトのキ･I,ンプで飯念

炊さんをしたら，子供たちには，薪

が燃え，それでご飯が炊けることが

不思議でならなかったらしく，出来

上がるまで，心配そうにたき火の周

りに座り込んでいた。とは著者の実

見したことだという。

子供たちの反応は，今日のわが国

のエネルギー利用状況を端的に示す

ものであり，薪や炭はエネルギー源

として，もはやマイナーの位置を保

つことさえ危うくなってきている。

ワンタッチで炊珈や暖房が可能な

電気・ガスは確かに便利である。し

かし，資源に限りのある化石エネル

ギーや安全性についてまだまだ議論

の余地がある原子力エネルギーにの

み依存していてよいのだろうか，人

類が，何万年にもわたって利用して

きたバイオマスエネルギーをもう一

度見直し，現代にふさわしい利用法

を考えてみるべきではないだろう

か。というのが，著者がこの本を著

わした動磯である。

バイオマスとは，太陽エネルギー

を貯えたいろいろな生物体の総称で

あるが，大気中の炭酸ガス量から推

定されるバイオマスの純生産量（固

定量一呼吸量)は約730""t/年であ

る｡それを発熱鰯に直すと，600,000

兆kcalとなり，現在，世界中で消

費しているエネルギー約69,000兆

kcalの10倍に相当する。しかし，

水域や地中にある利用不可能なもの

を除かなければならないから，それ

を省くと総純生産職の約47影とな

る。それでも，世界のエネルギー消

費の約4倍に達すると著者はいう。

バイオマスエネルギー資源とし

て，最もウェイトが高いのは森林で

ある。世界の森林の推定純雄産量は

年間約800"t(335,000兆kcal)

で,陸地全体の純生産量の約70影に

なるという。わが国の森林の年間純

生産量は1,176兆kcalで,エネルギ

ー消費量の約1/3に相当する。

＝

本多淳裕著

バイオマス

エネルギー

－生物系資源・廃棄

物の有効利用

発行

(財)省エネルギーセンター

105束京都港区西新橋2-39-3

SVAX西新儒ピル
(S03-433-0313)

昭和61年10月30日発行

B5判,172頁
定価3,000PJ

〒
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と山の利用法で13事例が記されて

いる。共有名義人の一人が行方不明

の場合とか，分収育林の地上権者が

その費用を分担するため途中募集し

た場合の応募した人の権利といった

ことは，これから発生してくるので

は，と思われる。

第三章は損害賠償と損失補償で8

事例あり，現物支給の苗木による造

林請負いで枯れた場合，苗木が悪か

ったためか植付技術が劣ったため

か，または天候による一種の災害か

O

第四章は相続と遺言で，考えさせ

られる内容ばかりである。

第五章は紛争の予防と解決法，第

六章が弁護士に相談するには，とな

っており親切な説明がされている。

法律の入門書として，シリーズ前2

冊を含めて読むことをお勧めした

い。

（東京都腱林水産部・松尾健次）

エネルギーの潜在供給力は大きい

が，現実にバイオマスを利用するに

は幾多の問題があることは，読者も

すでにご承知のとおりである。著書

もこの問題に触れながら，さし当た

っては，都市に集中する工場廃材や

廃屋，ゴミに含まれる生物系廃棄

物，農畜産業の廃棄物からエネルギ

ー抽出を試るべきだと考えており，

実用化されている処理法をいくつか

紹介している。主な内容は次のとお

りである。

1.太陽からの賜物・バイオマス，

2.樹木のエネルギー，3.木質系燃料

の見直し，4.エネルギー農業の可能

性，5.バイオマスの液体燃料化，6．

生物系廃棄物のエネルギー，7.バイ

オマスを燃やす条件，8.ごみエネル

ギーセンター，9.熱分解による燃料

化，10.メタン発酵によるガス回収，

11.バイオマス利用の問題点，12.バ

イオマスエネルギー政策の推進

(Y)
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もうひとつの林業技術

ここ数年，森林・林業・山村・木

材等に関する話題が，新聞，雑誌，

テレビ等でもずいぶん目につくよう

になった。このことは,多くの人々，

とりわけこれらの話題とは縁遠くな

ってしまっている都市に住む人々の

間に，これらに対する関心が徐々に

高まりつつあるということであろ

う。その内容については，いろいろ

な人が，それぞれの考え方や立場で

取材したり論じたりしているので，
あいたい

相対する意見，極端と思われる意見

等も見られるが，内容よりむしろ，

これらが一過性の話題として，すぐ

また人々の頭から忘れ去られてしま

う可能性があるということのほうが

問題であるように思う。そうならな

いためにも，今，関係者が一致し

て，対応していかなければならない

が，その場合，一方的にこちらの立

場を主張するだけでなく，人々が何

に興味を持ち，何を求めているかを

的確につかんでいくことが重要であ

ると思う。

森林・林業等に対する人々の要請

は，以前に比べ質的に変化し，また

非常に多様化している。いわゆる木

材生産機能だけでぼく，公益的機能

それも国土保全や水源かん養等の機

能から森林レクリエーション等を通

して森林そのものとの触れ合いを楽

しむための機能，あるいは“ふれあ

いの森”等を通して山づくりの夢を

楽しむための機能等まで，多種多様

な機能の発揮が求められている。

これらの要請に職極的に応じてい

くためには，今までの木を植え育て

伐るための林業技術に加え，ソフト

面での技術を含めたく森林業技術＞

とでもいうべき技術が必要になって

くるのではないだろうか。

一つの例を挙げれば，森林の公益

的機能の維持・管理に必要なあらゆ

る現地状況のチェック，あるいは現

地惜報の収集・整理等についてマニ

ュアル化し，さらにその結果や情報

を秋極的に広く一般に提供してゆく

ためのシステムを作る。現地での状

況チェック，情報収集等は森林組合

等の職員や作業斑の人たち，あるい

は個々の林家の人たちが日々の林業

活動と組み合わせて行い，その分析

・盤理や情報提供は，連合会組織等

を利用して効果的に行う。もちろん

関係行政機関や林業試験場との連携

も密にする。そして，隣林組合や

林家等は，有用な木材を育て供給す

るだけでなく，国民の生活を守り，

潤いを与えてくれる森林の公益的機

能についても，確かな技術をもって

森林の最先端で日々目を光らせチェ

ックしている。国民が必要とする新

鮮な森林情報を提供してくれる」な

どと高く評価されるようになればと

思うのだが。このためには相当広範

かつ高度な技術・知識を身に着ける

ことが必要であるが，このような積

極的な対応が，森林に営みがあり人

がそこに住んで，はじめてそれが守

られるという認識を広め深めること

につながるのではないだろうか。

（湯の岱）

(この棚は續集委員が担当しています）

林業技術N0,5381987.1



44

静岡県林業試験場研究報告

第14号

昭和61年3月

静岡県林業試験場

く論文＞

口土壌施用法によるマツ材線虫病防

除

ロダイシストン②粒剤の土壌施用が

環境に及ぼす影緋

ロダイシス|､ン③粒剤の土壌施用が

ヒノキに及ぼす影畿

口糞粒法によるノウサギの嬢息密度

推定について

く資料＞

ロオウレンの林内直播栽培試験

ロヒノキの試験管内微少サシキにお

ける小技葉の伸長及びカルスの形成

口大型プロジェクト：食用きのこ類

の高度生産技術に関する総合研究

一シイタケ害菌防除薬剤の検索

（静岡県）

閥術情
｜
報

※ここに紹介する資料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか頒布先でご覧下さ

るようお卿､いたし童す。｜|lIllllllll
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林業試験研究報告第5号

昭和61年3月

東京都農業試験場林業分場

口多朧川上流に植栽された秋ﾛ1スギ

20年生林分の生育状況

ロシイタケ品種選抜試験

ロシイタケ原木林等有用広葉樹保育

技術開発試験（畑地に樅栽したコナ

ラ11年生林分の施業経過に基づく

一考察）

ロオウレン栽培試験

ロヤマドリの飼育増殖試験（飼料の

蛋白質水準の違いによる産卵率およ

び精液採取率改善試駒

ロ兵庫県下の降職雪環境に関する研

究(Ⅱ)－根雪期間および階級別職

雪日数

口兵庫県下の降職雪環境に関する研

究(Ⅲ)－降雪状況（階級別積雪深

日差の頻度）

林業試験場研究報告第338号

昭和61年3月

林業試験場

口木質土壌改良材の畑地使用時にお

ける木材成分の経時変化

く研究資料＞

口熱帯産造林木の材質第1報一

フィージー産カリピアマツ

ロマツノザイセンチュウによるアカ

マツ枯損木からのボード類の製造

口日本産針葉樹材の発熱量について

（英文）

□Fomespini腐朽材の性能評価

研究報告．第30号

昭和61年3月

兵庫県立林業試験場

く研究報告＞

口スギ，ヒノキの枝打ちに関する試

験(1)－ヒノキのタネの産地によ

る材の異常変色発生の差異

口松くい虫被害跡地の植生避移とそ

の生育状態

口保育作業が立地要因の変動に及ぼ

す影響(1)－ヒノキ人工林の枝打

ち，間伐による土壌，植生の変化と

表層土壌の流去および地表流去水の

動態

ロ冠雪害に関する基礎的研究(Ⅱ）

－アイチスギの2品種における材

の強度と冠雪害の関係

く研究資料＞

口間伐小径木を利用した孔角集成材

パネルの開発製造に関する研究（予

報）

ロ兵庫県下の降積雪環境に関する研

究(1)－最深積雪の分布

林業技術No.5381987.1

研究報告No.9

昭和61年3月

岐阜県寒冷地林業試験場

口育成天然林施業の間伐効果と施業

技術に関する研究

口飛騨産ウルシに関する試験

ロヒノキ採種園における種子生産技

術に関する研究

林業試験場研究報告第339号

昭和61年3月

林業試験場

□わが国の広葉樹材上に見出される

クロサイワイタケ科およびシトネタ

ケ科菌類について第1報（英文）

ロクロマツの近親交配に関する研究

-15年間の生存率,樹高および直

径における近交弱勢

口落葉広葉樹林内の光強度推定に関

する研究（研究資料）

ロキリてんぐ巣病検定用台木の謎成

方法

演習林研究報告第43巻第2号

昭和61年8月

北海道大学農学部演習林

口戦後の北海道における木材需給の

変化と木材関連産業の展開過程（英

文）

口択伐作業の展開椛造一一下北地方

国有林のヒバ林経営の分析

口立体林相図による森林の解析一

中川地方演習林における事例

ロ阿寒国立公園の森林植生
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林 業関係行事一覧

1月

区分行事名期間主催団体・会場・行事内容等

央3階建木造連続住宅の実物1．19日本住宅･木材技術ｾﾝﾀー｡東京木材ｻービｽｾ.ﾝﾀー。3階建木｜巾

燃焼実験造住宅の建設を促進するため，3階建長屋形式の木造軸組工法住宅の’

実物大燃焼実験を行い，火災性状を観測することにより，その基本的
な防耐火性能を把握する

〃 断熱建材諦習会1.20～2.27通産省。青森会場=1.20青森市民文化会館｡住まいの断熱職造化に必
要な断熱建材の品質，特性，取扱い方について

東京会場＝2.2科学技術館サンケイホールb大阪会場＝2.13大阪キャ

ツスルホテル。肩秘会場＝2.27高松国際ホテル

都道府県主務部長会議1．21林野庁。農林水産省7階識堂。昭和62年度の予算，事業の打合せ〃

熊本営林局昭和61年度業務研究発表1.21～22熊木営林局。熊本営林局大会識室。熊本営林局職員の業務研究発表
会

群應県第27回群馬県近代こけし1.21～25群馬県・群馬県物産振興協会。前橘市。創作こけし，新型こけし，木
コンクール地玩具の部門で，優秀品を表彰する

中央治山・保安林事業全国会議1.22～23林野庁。本庁会議室。各都道府県の治山，保安林事業の担当者との昭
和62年度の事業打合せ

営林(支)局長会議1.22～23林野庁。農林水産省第2特別会議室。昭和62年度の予算，事業の打〃

合せ

第11回振動障害研究会1．23林野庁。三会堂ピル。国有林における振動障害について，全国各地か〃

らの産業医が研究発表を行う

全国第19回全国優良広葉樹素1.24全国広葉樹協同組合。滑水市。全国から優良広葉樹を錐め，展示即売
材展示会を行う

北海道北海逆林業懇談会1．26北海道森林組合連合会。大阪市東区（大阪マーチャンダイズマートO
MMピル)。北海道内に所在する不在村者所有森林の活性化を図るた

め，道森連，市町村，各森林組合が一体となって経営意欲を喚起し，

林業生産活動への参加を促進し，不在村森林所有者との懇談を行う

1．28愛知県名古屋市（名古屋商工会議所）〃 〃

〃 〃 1．30東京都千代田区（麹町会館）

I:iコ 央昭和61年度空中写真測量1.26～2.4林野庁。腿林水産省研修所。都道府県の森林計画担当賊員を対象とし
技術研修て，空中写真を利用した森林綱査等の技術・知誠を付与する
治山事業担当課長会議128～2.4林野庁。永田町ピル。各営林(支)局の治山事業担当課長との昭和62〃

年度の事業打合せ

帯広営林支局昭和61年度業務研究発表会1.28～29帯広営林支局。帯広営林支局大会議室。帯広営林支局職員の業務研究
および地域活動体験発表会および対地域活動の体験等の発表

区分行事名

岐阜県岐阜営林署新庁舎落成式
全国第19回全国優良広葉樹素

材展示会

山形県第6回みちのく「こけし」
まつり

2 月

期間

2.2

2．24～26

2.26～3.2

主催団体・会場・行事内容等

岐阜営林署。岐阜県産材を使用した木造庁舎

全国広葉樹協同組合。清水市。全国から優良広葉樹林を災め展示・即

売を行う

みちのくこけし協会。山形市。伝統こけしのコンクール，古品展，製

作実演即売会など

林業技術No.5381987．1
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謹 賀 新年 社団法人 日本林業技術協会

理事長猪野 砿
、
／
、 専務理事長谷川尭

常務理事尾崎克幸
上飯坂実
鈴木照郎

松田昭二
湯本和司

理事沢田秀邦

浅野富雄

谷井俊男
小熊弘一

玉川佐久良

監事新庄稔

顧問松井光球

簑輪満夫

職員一同

昭和62 江藤素彦
栗原浩
滑川常男

森本泰次
佐藤昭一

槙道雄
山田房男
筒井迪夫

築地忠
田ノ本栄

光本政光

坂口勝美

小畠俊吉

； 大矢寿

神足勝浩
人見啓治
吉田雅文

元旦

原喜一郎

川名明
織邦夫

山口正望
村松保男

I 福森友久

〃… "

究員をフィリピン国へ派遣した。
2．熱帯森林保全技術者連絡会議出
席のため，12月7～13日まで松
井顧問をバンコクへ派遣した。
3．タイ国有林管理計画開発調査に
かかわる現地調査のため，つぎの

とおり役職員をタイ国へ派遣し
た。

期間：12/11～62.1/29

氏名：湯水常務理事,小池部長，
小原課長,中村課長代理，
下川技師，市川主任鯛査
員

◎中国研修員の受入れ

中国林業部調査規画設計院からの

要請により，下記のとおり研修員を
受入れた。

氏名：李炳鉄（中国林業部調
査規画設計院工程師）

内容：森林計画制度，森林航空
測量等

期間：6111月～62.5月（6カ
月間）

◎調査研究部関係業務
12月18日，本会5階会議室にお
いて，松林の健全化促進調査の中間
報告会を開催した。

◎調査部関係業務

1．12月2日，大分市ときわ会館会
議室において，国産材主産地人材

育成確保対策調査の委員会を開催
した。

2．12月20日，本会会議室におい
て，松くい虫被害跡地造林推進調
査の委員会を開催した。
◎12月4日，本会会議室において，
先進国林業関係制度調査委員会を
開催した。

’

、常務理事会

昭和61年度第3回常務理事会を
つぎのとおり開催した。

日時：昭和61年12月19日
場所：本会5階会議室
議案：昭和61年度会務運営に

ついて

猪野理事長より詳細説明
出席者：猪野，長谷川，尾崎
江藤大矢，上飯坂，

栗原,神足,,鈴木,滑川，
人見,松田,吉田，佐藤，
村松，（監事）新庄，光
本，（顧問)松井,坂口,福
森，小畠，（参与)計画課
長，造林課長，研究普及
課長，経営企画課長

計25名
◎講師派遣
依頼先：林業講習所

内容：森林航測諭，実習
期日：12/2，6，10，12

離師：渡辺技術開発部長
◎海外派遣

1．フィリピン共和国広域森林情報
分析管理計画調査のため，11月
25日～12月9日まで中島主任研

昭和62年1月10日発行

林業技術

第538号

編集発行人猪野砿
印刷所株式会社太平社

発行所

社団法人日本林業技術協会
(〒102）東京都千代田区六番町7
電話03(261）5281（代)～7
FAXO3(261)5393
（握替東京3-60448番）
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謹賀新年

らゞぎとい;灘住宅ゞ
明日へのびる国有林一道産材をご利用下さい－

昭和62年元旦

北海道営林局
札幌市中央区北二条西一丁目

輪湖

岡村

蔵持

川原田

杉原

元
定
武

彦
伸
夫
卓
樹

局長

総務部長

企画調整部長

経営部長

事業部長
日
自

もり

森林よかえれ､森林にかえれ 謹賀新年
昭和62年1月1日

明日へのびる国有林

旭川市神楽4条5丁目

TEL(0166)61-1271旭川営林支局 ’
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豊かな森林

豊富な樹種

優良な材質

活力ある森林を育てる

帯広営林支局

緑は友だち･国有林 〒080

TEL.

糒広市束8条南13~I-目
(0155)24-6111
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謹 賀新年

昭和62年元旦

もり

北の森林からの贈り物

青森ひば憧れ温もり

日本の緑・国有林

青森営林局
青森市柳川2丁目1－1



ｌ
ｒ

快
適
な

住
ま
い
造
り
に

迎
春

秋
田
す
ぎ

もり

国有林の森林づくりに

あなたも

参加してみませんか

⑭秋田営林局
〒010秋田市中通五丁目9-16

迎 春
木材を生産し､国土､水資

源を守るとともに

函|ふれあいの郷|などを通
もり

して国民の森林づくりへ

の参加を進めています。

小根山森林公園
（ケヤキ試験林）

前 橋営林局
前橋市岩神町四丁目16－25



今年も森林と親しみ潤"のある生活を

天城山自然休養林の森林浴

レクリエーションの森で森林浴を楽しみ

たい方は……広報室へ

林業を体験されこい方は……高尾森林セ

ンター（0426-63-6689）へ

国有林の森林づくり(分収育林)に参加し

てくださる方は……併理課へ

御連絡ください。

東京営林局
東京都品川区上大崎2－24－6

B(03)492-9151

つくる育てる緑の世紀

分収育林契約者を招待しての植樹祭

国有林は

緑を育て守ります

鯨㈱”日本の緑

長野営林局
長野市栗田715-5

TEL(0262)36-2531



謹賀新年
昭和62年元旦

つくる

育てる

緑の世紀

名古屋営林支局
TEL(052)963-6471 ヒノキ人工林間伐作業(七宗国有林）

進めています。21世紀への森林づくり

次代に引き継ぎたいホットなプレゼント。それは豊かな緑一森林です。
大阪営林局では、来たるべき時代へむけて多様な森林づくりを進めています。
森林は、国土の保全、木材の供給等だけでなく、体の健康、そして人の心にや
すらぎと潤いを与え、自然教育の復権を担っています。

水のふるさと森林は、社会の発展と私たちの生活に限りない貢献をしていま
す。

大阪営林局大阪市束区法円坂町6－20恋06-943-6711



だずねてみませんか

国有林

ふれあいませんか

開かれた国有林

高知営林局
高知市丸の内1－3－30

日本の緑･国有林

緑を育て緑を守る

魂
如
、
錨
一
意
零

画
贈
，
韻
忌
将
濁

］
咽

熊 本営林局



森林開発公団
理事長秋山智英

理事中野賢一

〃川合英一

〃高野國夫

監事安田裕之

広
菅
山
下
日

野一弘

野正

崎進一

山裕司

野貴博

総務部長

経理部長

業務部長

業務部次長

監査室長

〒102束京都千代田区紀尾井町3-29(福田ビル）

電話03（262）6206（代表）
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林業の活力を推進する林野弘済会

公益事業一

林業振興事業〈緑化事業・グリーンサークル＞

試験林造成事業<本部・青森・秋田・前橋・大阪・熊本支部の部分林育成＞

福祉厚生事業<林野関係在職者・退職者の福利厚生支援〉

育英事業<林野関係在職者の手弟へ育英資金助成＞

子弟寮受託事業〈林野関係在職者子弟学生寮の受託事業＞

退職互助年金事業〈林野関係退職者の共済組合年金の補完＞

収益事業

物品販売事業〈林業関係資材・機棚器具・薬剤・安全用品販売＞

出版刊行事業く林業関係図書・林野定期刊行物の編集発行〉

生産物販売事業〈苗木・庭木・街路樹・盆栽・果実・森林の水等販売＞

調査・測量事業〈森林利活用に伴なう調査・測量・環境アセスメント、保安

林の解除、国有林の借受申請の調査設計図害類の作成、森林諸計画

立案、山林の評価＞

森林土木事業〈道路法面・その他施行跡地の緑化、林道・えん堤・崩壊地復

旧の調査設計と監理＞

電子計算センター〈林野庁・営林局・森林開発公団・林業信用墓金等の林業

関係システム開発、プログラムの作製、各種調査の機械集計＞

施設利用事業〈営林局署が施設しだものの中宿泊所・保養所・研修寮･食堂・

理髪所・キャンプ場・避難小屋ヒュッテ・自然休養林等の管理運営

の受託＞〈直営の売店・食堂・宿泊所・駐車場の運営＞

保険代理事業〈団体定期・一般生命・損害・交通傷害・自動車損害賠償詞王

がん保険等の代理事業＞

不動産事業〈ビル貸室・駐車場＞

以上の事業を推進しながら、林業の振興・活力ある森林の

育成をめざしております。
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〒112東京都文京区後楽1－7－12（林友ビル）
TEL東京(03)816-2471～8

振替口座東京2-195785

FAX(03)818-7886

林野弘済会財団法人
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日本林業経営者協会は

企業的林業経営の育成強化を目ざし

●魅力ある山づくりのための経営相談●林業経営の法人化推進

●林業経営の在り方の訓査研究●内外林業情勢の調査研究

●林業税制・金融の改善についての調査研究・提言

●林業経営の研修・視察●広報活動『林経協月報』『林経協情報』

●林政会(当協会の政治団体)を通じ国会活動を行なっています

＊入会をご希望の方は下記へご連絡下さい

社団法人

日本林業経営者協会
〒107束京都港区赤坂1丁目9番13号三会堂ビル9階公東京(03)584-7657

財団法人 日本木材備蓄機構

事業

1．備蓄のための製材（建築用構造材）及び合板(建築用普通合板)の買入れ，
保管及び売渡し

2．国内及び海外の木材の需給及び価格の動向についての情報の収集，整理及

び提供

3．生産方式の合理化等に必要な設備の設置，過剰な生産設備の廃棄等木材産
業の体質強化を促進するための助成事業

理事長小笠原正男

専務理事小田島亀章

〒112東京都文京区後楽1－7－12林友ビル2階

電話(03)816-5595(代）



農林漁業を撮り続けて38年

ビデオ22分 ビデオ20分

林間放牧｜木の住まい
林内に家畜(母牛と仔牛)を放牧して、

林業家は下刈りの省力化、畜産家は飼

料と労力の節減。

その方法の紹介

日本古来の木を使った住まいの良さを、

科学的な実験を基に紹介しています

映画・ビデオ・スライドの製作及び広報、文化活動
の御相談は全農映へ／

『I，

蕊全国農村映画協会〒'“
東京都新宿区新宿5-17-11

白鳳ビル
TELO3-208-5995

印 刷
情報
出版

鐵息繩｡/、…-…=鏑”

美と情報をクリエイ1，
いまや､印刷会社が､ただ印刷だけを

していればよいという時代ではありませ

ん。お客様のニーズは、印刷以前の

企凹･編集やデザインといった分野に

まで広がってきております｡当社では狐

ILIに企画･制作･情報処理･翻訳部

門を設け、各種のｸﾘｴｲﾃｲブ活動

を行っております。

●出版・情報処理●翻訳●企画制作●活版印刷

・オフセット印刷・輪転印刷・製本・管理業務

株式会社 太 平社
〒130東京都墨田区両国2-4-8

盆（03）631-7194（代）
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ノb昨年発売以来,各方面で大好評ﾉ作業現場で,ご家庭てiぜひお試し煮さい。
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発売元課日本林業技術協会
〒102束京都千代田区六番町7番地

電話(03)261-5281振替東京3-60448
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画撫恩憩森隷鐘鯵灸jなの馨らし
世界に視野を広砿森林･林業の亜要性を考えさせる｡II'学生向'九
●監修/林野庁●編集/日赫榛』鋪協会●B5･64頁●850円(〒250円）

:隷林の利蕊鏡蕊鏡綴愈譲蕊の
：木材･生産と環境保全との調鑛その方策について提言する。
：●熊崎実著●A5･2I0頁④2300円

私たちの森赫 :林業と環境
：西ドイツの料錐・赫敏が詫述され，今ロ的認廻に答える。
：●カール･ハーゼル箸･中村三省訳●A5･356頁●45001円(〒共）

綱*の姿,はたらき,"llみなどをわかりやすく解泌'1学佼｣鍬向き。
●編集／日本材業技術協会●A5･124頁●950円(〒250)

森と木の質濁箱小学生のための森林教室;農山村臓謹と箸観鐵林業経堂
賛問形式により,楽しみながらf1木の鯛氷･林業がわかる。：綿祷な調盃を通して経営の改善と振興上の問題点をさぐる。
●監修/林野庁●編集／日本ﾎ櫟技術協会●85･64頁●500,円(〒250):●黒田迪夫編著●A5･217頁@2500i円(〒250)

木の名の遜緊
なじみの深い30余種の樹木名について由来と特徴を解説。

●深津正･小林義雄著●四六判･I58頁●980円(〒250)

潤本の森難藤付脇蕪辮謝
；四半11暁己にわたった国有林･露有林土鱒朧在の集大成。
：●監燭権狩●錘/日和識土壌･縫簿謂会●85.7防頁●'5剛円嗣印）

緑｛臘木鯵濤書蜜垰嬉註翰溌；林木の材資
大々的増補改訂；緑化樹木の病害虫対策の決定版／：さまざまな要因による材質の形成機櫛を解明する。
の(上)小林享夫．(下)4淋富士雄著@A5･口絵カラー各3500円(〒300):●加納孟著GA5･174頁@1500円(〒共）

濁幾の零議画蕊ﾀ息繍搬出利用まで－
現職技術者のための間伐マニュアルb好評発売中／
●解説編B5･66頁●450円(〒200)/図解編85･20頁●500円(〒170)

《写翼集》走査電子顕微鏡図説＊材の構遣
国産材50耐極輸入材35唾,595点の電顕写爽を一挙収録b
●佐伯涛普①B5変・228頁●4500円(〒350)

枝打ち-基礎と応用一
樹丁ちの効果技術の実際を．＃孫だてて詳説する。
⑦藤蒻狸郵著●A5･192頁④2800円(〒250)

;林業嵐龍吏《全S巻）
明治以降100余年にわたる洞錐技術史の集大成(全5巻)。
●蕊集/日本林業技術協会●B5零句68碩●8500円~|5000円●第l･3は品切(〒共）

穂打ちの零割-図解編一
優良材生瀧のキメ手､渋打塔を的碓に行うために。

、監修/林野庁●編集／日本林業樹術協会②85.24頁●450円(〒170)

<写真集》緑蕊
人間と緑のI卿係の理想像を世界各j山に求める写典集‘

④岡崎文彬著●A4判･242頁●15000円(〒共）

幽鯏､評嬢
11.1林評価の理論と実際を解誕諏職中の決定版／
e麹哲象著●A5.644頁●6000|円(萢冬）

;林業薗科蕊巽
：ホイ錐のあらゆる分野にわたり解説した制業大蛎典。
：●編集／日本罐j鋪協会●B5･II78頁●140001円(〒450)

《雲雷雲亀鑑冬芽雷わかる落葉綴
亀山章監修馬場多久男解脱･写真
A5判･上製本･284頁●2500円

ジグザグ難材作業その考え方とやり方
間伐材の集迦材に適した技術体系の考え方と実I蟻

●中村英碩著●A5･96頁●650(〒250)

《英語版写真集》
わが例の木材利川の現況をカラー写真・図炎により海外へ綿介したシ

リーズも今､後の木材滞納の見通しから，加工・』FII川までを峨祈のデータ
を使って解脱きれている。

WOOOmlLIZATIONINJAPAN-日本の木材利用一
●林野庁監修●写真案／英醗版・日本語版

A4変型56頁定価3.000円(〒共）
FoHESmYAMoWOODINDUSmYwJAP州一日本の林案･林産柴一
●林野庁監修●写真築／英語版･日本語版A4変型56頁定傾2,800円(〒共）
FOR鴎mYTEC洲OLOGYiNJAPAM

●解説書／英語版A5判200頁定価20000円(〒共）

WOOOINOUSTRIESIMJAPAN-日本の木材産業一
●拭野庁監繧●写真集／英館版・日本語版

A4変型80頁定価3,800R(〒共）
WDOOSUPPWANDDEMAHDIMJAPM-木材の利用と無給一

●林野庁監修●写真集／英蛎版・日本語版
A4変型72'頁定価3,800,円(〒共）

WOOODEMANDANDSUPPlXIMJAPAN-木材需給の動向一
e林野庁監修●写真粟／英厩版日本語版

A4変型53頁定価3.000円(〒共、

森紳職灘瀞毒ス詮ブック
空中写真の実践的な活用についてわかりやすく解説。
⑨渡辺宏著/A5･270頁●2500円(〒250)

空からはかる"緑"の技術
目で見る教材として初心者向きに綱茂されている。
●中島巌監修●編集/日本林業技術協会●B5.52頁●900円(〒250)

地方ﾎ祇賊綴題
地ﾌ榊櫛攻の理念行動原理となる考え方を提示する。
●紙野伸二署●A5･303頁●3000円(〒300)

鞍日本林業技術協会〒102束京都千代田区六審町7希地 電話(03)26I-5281振替東京3-60448
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刈
図面絵 ､地図等のあらゆる を迅

波に､_正確に読む，タマヤ蛾 "シグ－ﾗズ．

豊富な機能を備えたべｽﾄｾﾗー の高級ﾓデルブﾘﾝﾀ機構付の最新型多機能ﾓデﾙ面積･線長を同時測定するｴﾘｱﾗｲﾝﾒー ﾀ

趾刈 ア〃ん "PM SOOO

職‘

a

PLANIX7の特徴

■ワンタッチ蝋0"セット機能による渦い操作惟

■メートル系Cm2､m2,km2,インチ系ill2,ハ2､a“の
瞥寓な選択単位とパルスカウンl､モード

■メモリー機構による縮尺と111位の保腰

■1M位や縮尺のわずらわしい#僻は・切ｲ甥

■測定仙オーバーフローも上位111位に”カシフト

ロより測定精度を高めるIﾖ劫鯏11の平均値測定

■累積測定に便利なホールド機能

■理想的なタッチ方式と摩耗に強い特殊俄分ili
BAC･DCの2電源とパワーセーブ機能．

1

淑訳

|’

鹿一一

蕊
綴:｡:”
騨闘鋳騨21
難‘”ゞ

‘刺

。"』臘

PLANIX7Pの特徴

■小型･高性能プリンタ機椛が．大切なデータを
記録･保存しイニシャル瀞号の入力によりテ‘
－タの整理力呵能

■ドーナツ而獅雌がmlliに行えるマイナス而械
測定機能

■測定結果を側1lﾘ1I猟に移行できる遊II職能
■ワンタ･ソチゅ0"セット機能

■メートル系Cm2.『n2,kmg､インチ系in2,ft2､acre
の盟富な選択l1'粒とパルスカウントモード

■単位や縮尺のわずらわしいil･算は、一切不要

■測定値オーバーフローもl呂位叩位に自動シフト

璽より測定梢度をIWiめる!ol剛算出の平均値測定

■大き＊図形の累賊測定に艇利なホールド機能

ﾛ積分車のスリ･ソプを防ぐ、理想的なタッチ方式

画摩耗によるエラーを防ぐ、特殊加工の穣分車

■無入力状態5分で自動的に電源の切れるパワー
セーフ総能

■世界で晶初のプラニメーター専ⅡILSIを開発し
たスタッフが災肌したローコスト・ハイパフォ
ーマンス

瓢

PLANIX500"!特徴

ロー皿の測定で而硫．線長を同時測定

･理想の入ﾉJ機能：ポイントモード

■どんなに裡雑な図形でもポイントモード、スト
リームモードにより、簡単操作で正確測定

■微ﾉ｣､図形も正確に測定する線分解能0.05mlllの
尚性能小型エンコーダ

■測定結果をIIWMII計･算できる芯卓機能

画鋤;ﾘな選択IIL位：メートル系(mm､cm,m､km)､
フィート系(m,h､acre/yd,mi)

■lli位や繍尺の換算もコンピュータが自動計算

■投定された単位や輪尺はメモリー機能により（
・ソクアップ

ロ測定柵度をよI)潟める平均値測定､大きな図形
の測定を可能にする県税測定

■測定仙オーバーフローも上位単位へ自動シフト

･柵腿･耐久性に優れたダブルダイヤモンドリング
ロ宵エネ殺計のパワーセープ機能とAC･DCの純
源方式

■服縦･而鮒・線長のデータを外部出ﾉjするコネ
クター付，

●カタログ･責科諭求は.当社まで
′､ガキか瞳謡にて笘連措くだきい・

F一一一一一一ー

図
タマャョ三クマ砿式雲壮
〒045束京類大田厭鍾上2147TEL・O3752321ImXm-752-3218
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